
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[10] 九州大学教育情報

https://hdl.handle.net/2324/20124

出版情報：九州大学教育情報. 10, 2002-07-31. 九州大学大学教育研究センター
バージョン：
権利関係：



◇教育への提言

　　「教育への熱意」　大学教育研究センター長　　罵　　洪　……　　1

◇資料

　　1）4年生対象の全学教育を中心にしたアンケート調査　……　3

　　2）学部高年次学生についての教官アンケート調査　…………　6

　　3）企業人事担当責任者による九大卒業生についての評価　…　10

◇全学教育機構について　………・・………・………………………∴…11

◇全学教育の実施体制組織図　…………………………………………12

◇学生生活・修学相談室，学部・学府相談員名簿　　………………　28
No．10　July　2002

教育への熱意

大学教育研究センター長 罵 洪

　大学は学生を教育するところであるから，大

学教師は教育熱心だ，と一般には考えられてい

る。内部から見ても，大学には教育熱心な人た

ちが多いという実感もある。一方で，教育より

も研究優先という人もいないではない。しかし，

教育より研究が好きだと口にする人で，実際は

教育に大きな力を注いでいるという例も少なか

らず知っている。

　大学教員がおおむね教育熱心なのはなぜか。

大学の教員の中では，研究者となるべく教育を

受け（少なくとも主観的には），研究者として大

学に迎えられた（これも主観的には？）という

経験を持つ者が多数を占めるであろう。彼ら自

身がうけた教育は，彼等を研究者として成長さ

せるべくなされてきたわけであるから，自分が

大学の教員になったとき，同じ教育を学生に対

して行うのは当然であるという感覚が生じるに

ちがいない。そこでは教育はあたかもDNAが

自己複製を行うように，自己再生産的に行われ

る。DNAのように正確な複製ができる訳では

ないが，DNAにも変異は生じる。いずれにし

ても学部における高年次の専攻教育や大学院教

育はそのようなものとして捉えられ，教育に熱

心であることは，教員にとって生存戦略として

選択されてきたのではないかとさえ思えてくる。

　　　　　　　　　＊＊＊
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教育への熱意

大学は学生を教育するところであるから，大

学教師は教育熱心だ，と一般には考えられてい

る。内部から見ても，大学には教育熱心な人た

ちが多いという実感もある。一方で，教育より

も研究犠先という入もいないではない。しかし，

教育より研究が好きだと口にする人で，実際は

教育に大きなカを注いでいるという例も少なか

らず、知っている。

大学教員がおおむね教背熱心なのはなぜか。

大学の教員の中では，研究者となるべく教育を

受け(少なくとも主観的には)，研究者として大

学に迎えられた(これも主観的には?)という

経験を持つ者が多数を占めるであろう。彼ら自
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身がうけた教育は，彼等を研究者として成長さ

せるべくなされてきたわけであるから，自分が

大学の教員になったとき，同じ教育を学生に対

して行うのは当然であるという感覚が生じるに

ちがいない。そこでは教育はあたかもDNAが

自己複製を行うように，自己再生産的に行われ

る。 DNAのように正確な複製ができる訳では

ないが， DNAにも変異は生じる。いずれにし

ても学部における高年次の噂攻教育や大学院教

育はそのようなものとして捉えられ，教育に熱

心であることは，教員にとって生存戦略として

選択されてきたのではないかとさえ思えてくる。
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　一一方，低年次における教育，いわゆる教養教

育でも同様なことがいえるだろうか。いわゆる

大綱化による教養部の廃止以前は，教養教育を

担当していたのは主に教養部の教官であった。

教養教育の内容やカリキュラムについては全学

的な委員会で検討がなされてはいたが，話語家

集団」としての教養部教官がそこで占める割合

はかなりのものであったはずである。しかし，

教養部の教官も他の学部等の教官と同様の被教

育経験を持ち，同様な意識で大学教員として採

用された（主観的には？）のであるから，教養

教育の専門家ではない人が大部分であったはず

である。彼等はそれぞれの専門の研究領域を持

ち，それぞれの学会に所属し，研究者としての

道を極めながら，同時に教養教育の専門家であ

ることを要求されていた。そこでは教育は必ず

しも自己再生産的に行うことはできず，教員は

研究と教育との間のギャップをうめる手段をさ

がし，少しでも自己再生産的な要素を模索しな

がら教育を行っていたはずである。もちろん，

専攻教育や大学院教育においてもそのギャップ

がない訳ではないが，それは比較的うめること

のできやすい溝であろう。

　　　　　　　　　＊＊＊

　平成6年から九州大学は教養部を廃止し，教

養教育（全学共通教育）は，原則的には全：部局

の教官によって行われることとなった。これは，

教養教育にとって画期的な出来事であるように

私には思えた。「専門家集団」による教養教育か

ら，大学全体の叡智を傾けた教養教育が実施さ

れる時がきたのである。もちろん私は，旧教養

部において行われてきた一般教育を低く評価す

るものではないし，そこではらわれた努力，熱

意，そしてその哲学には大いに敬意を表するも

のである。現在の九州大学の教養教育の枠組み

は，この改革にあたって組まれ，全学あげての

教養教育が期待されたのである。

　　　　　　　　　＊＊＊

　教養教育の新しい取り組みが始められてから

8年以上が経過し，問題点も出そろいつつある。

その多くは，旧教養部時代の教養教育について

議論されてきたことと同じでもあるが，時間の

経過と共に生じてきた新しい問題もある。そし

てこれらについて教養教育の委員会（全学教育

企画・実施委員会）などを通して，より全学的

に問題意識が広がりつつあると私は感じている。

　現在もっとも大きな課題として存在するのは，

教養とは何かという，古くて新しい問題である。

その議論は，学部による考え方の違いなどを出

し合いながら腹蔵なくなされるべきで，それに

よって教養iの範疇，基礎教育や言語教育のあり

方などについて共通の認識に近づくことができ

るのではないかと考えている。またそれによっ

て，全学教育を名実共に全学でになう状況がっ

くり出されるはずである。

　大学に対する評価が社会的な関心を引く中で，

大学自身による自己評価を行う上で，教養教育

（基礎科目も含めて）における成績評価基準が

難しい問題となってきている。これは同一の授

業科Eを多数のクラスで，異なる教官が持つこ

とが多い教養教育にはさけられない問題で，学

生に不平等感をもたらす原因ともなっている。

授業内容については，共通授業概要の策定など

によって，教育する側による極端な違いがない

ようにする努力は重ねられてきているが，成績

評価に関しては，まだ問題が残っているように

思われる。評価が教員の専決事項，いわば権力

であると言う認識（これもしばしば教育熱心と

いう言葉に置きかえられることが多いのだが）

では，この問題は解決しない。

　　　　　　　　　＊＊＊

　大綱化以降の改革によって，教養教育の企画

運営を担うとされて設立された大学教育研究セ

ンターは，その役割が全学教育の支援組織とい

うものに変更された。いずれの場合にしろ，セ

ンターは，教養教育を主体的に考える研究者の

集団として，今後の活動を進めるべきであろう。

旧教養部とはちがった大学教育の専門家集団が

そこに集結することが理想であると考えている。

教員および教育組織の教育に対する熱心さを，

客観的，科学的に評価することも，そこでの役

割の一つになるであろう。
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　　　4年生対象の全学教育を中心としたアンケート調査の結果

　卒業を前にした学生が，さまざまな領域についての関心や理解をどの程度に重視しており，それらを

どの程度に達成できたと思っているかを調査し，その結果を全学教育などの教育改善の参考とする目的

で，全学の4年遅を対象にしたアンケート調査が平成14年1月に実施されました。

　調査対象者の約3分の2に当たる1，451名からの回答が得られました。

（質問項目）

QOI今，あなたは，社会についての関心や理解は大切なことだと思っていますか？

QO2大学での学習をとおして，社会についての関心や理解は広がりましたか？

QO3今，あなたは，人間や文化についての関心や理解は大切なことだと思っていますか？

QO4大学での学習をとおして，人間や文化についての関心や理解は広がりましたか？

QO7今，あなたは，歴史についての知識や理解は大切なことだと思っていますか？

QO8大学での学習をとおして，歴史についての知識や理解は広がりましたか？

QO9今，あなたは，地球環境や自然についての関心や理解は大切なことだと思っていますか？

QlO大学での学習をとおして，地球環境や自然についての関心や理解は広がりましたか？

QIl今，あなたは，生涯の健康やスポーツについての関心や理解は大切なことだと思っていますか？

Q12大学での学習をとおして，生涯の健康やスポーツについての関心や理解は広がりましたか？

Q13今，あなたは，論理的に分析し，それを総合する思考力は大切なことだと思っていますか？

Q14大学での学習をとおして，論理的に分析し，それを総合する思考力はつきましたか？

Q　15今，あなたは，説明し，考えを示す表現力は大切なことだと思っていますか？

Q16大学での学習をとおして，説明し，考えを示す表現力はつきましたか？

Q17今，あなたは，討論する能力は大切なことだと思っていますか？

Q18大学での学習をとおして，討論する能力はつきましたか？

Q19今，あなたは，聞き，話し，読む，書くの英語の運用能力は大切なことだと思っていますか？

Q20大学での学習をとおして，聞き，話し，読む，書くの英語の運用能力はつきましたか？

Q21今，あなたは，英語以外の外国語の能力は大切なことだと思っていますか？

Q22大学での学習をとおして，英語以外の外国語の能力はつきましたか？

Q23今，あなたは，情報処理の能力は大切なことだと思っていますか？

Q24大学での学習をとおして，情報処理の能力はつきましたか？

Q25今，あなたは，数学の基礎的な能力は大切なことだと思っていますか？

Q26大学での学習をとおして，数学の基礎的な能力はつきましたか？

Q27今，あなたは，物理学，化学，生物学などの基礎的な能力は大切なことだと思っていますか？

Q28大学での学習をとおして，物理学，化学，生物学などの基礎的な能力はつきましたか？

Q29今，あなたは，卒業後に従事する仕事または研究への意欲をもっていると思っていますか？

Q30大学での学習をとおして，卒業後に従事する仕事または研究のための意欲ができましたか？

Q31大学での学習をとおして，市民として社会生活を営むために必要な知識や素養が身につきましたか？

Q32大学での学習をとおして，より豊かな文化生活を営むために必要な知識や素養が身につきましたか？

Q33大学での学習をとおして，国際社会を生きてゆくために必要な知識や素養が身につきましたか？

Q34　大学での学習をとおして，情報化社会を生きてゆくために必要な知識や素養が身につきましたか？

Q35大学での学習をとおして，自然環境と共生してゆくために必要な知識や素養が身につきましたか？

Q36　あなたは，高年次に履修する全学教育科目が設けられていたのは良いことだったと思っていますか？

Q37　あなたは，高年次に設けられている全学教育科目を熱心に履修しましたか？

Q38　あなたは，低年次に設けられていた専攻教育科目を，熱心に履修しましたか？

Q39あなたは，専攻教育の一部を低年次から始めたことは，良いことだったと思っていますか？
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表1－1　各質問に対する全体及び学部別の平均評定値

回収数 QOI　QO2　QO3　QO4　QO7　QO8　QO9　QIO　QII　Q12　Q13　Q14
文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

　全体

　36

　40
101

　43

245

100

　40

　39

594

249

1487

4．89

4．70

4．86

4．58

4．62

4．85

4．70

4．74

4．76

4．68

4．73

3．69

4．08

4．13

3．70

3．1　8

3．68

3．58

3．1　8

3．42

3．39

3．47

4．83　4．36　4．78　3．72

4．55　4．30　4．30　3．53

4．56　3．76　4．55　3．43

4．58　3．40　4．30　3．35

4．36　3．24　4．07　2．69

4．72　3．64　4．42　2．87

4．60　3．63　4．33　2．88

4．56　2．97　4．33　2．44

4．47　3．13　4．21　2．46

4．47　3．34　4．25　2．62

4．49　3．34　4．26　2．71

4．72

4．43

4．62

4．58

4．67

4．70

4．65

4．79

4．71

4．76

4．69

3．22　4．47　3．14　4．78

3．15　4．25　3．40　4．65

3．29　4．46　3．20　4．84

3．16　4．35　3．12　4．51

3．88　4．37　3．39　4．62

3．48　4．80　4．00　4．81

3．68　4．55　3．90　4．65

3．64　4．64　3．85　4．79

3．70　4．43　3．06　4．65

4．12　4．44　3．46　4．69

3．71　4．45　3．31　4．68

3．97

4．00

3．82

3．79

3．69

3．82

3．40

321
3．68

3．40

3．65

Q15　Q16　Q17　Q18　Q19　Q20　Q21　Q22　Q23　Q24　Q25　Q26　Q27　Q28
文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

　全体

4．92　3．86

4．83　3．85

4．86　3．66

4．58　3．51

4．75　3．50

4．84　3．61

4．73　3．25

4．74　3．46

4．80　3．41

4．76　3．21

4．78　3．45

4．75

4．73

4．69

4．72

4．64

4．52

4．70

4．69

4．71

4．61

4．67

2．89

3．33

3．38

2．98

2．82

3．01

3．00

3．1　3

2．80

2．70

2．88

4．89　2．97　4．42　3．14

4．58　2．50　4．00　2．55

4．73　2．70　4．42　2．65

4．53　2．60　3．86　2．40

4．72　2．64　3．72　2．31

4．64　2．66　3．75　2．00

4．70　2．58　3．93　2．23

4．82　2．69　3．77　2．21

4．74　2．44　3．73　2．12

4．69　2．67　3．83　2．19

4．72　2．57　3．83　2．24

4．92

4．63

4．72

4．51

4．72

4．62

4．78

4．82

4．68

4．68

4．69

3．31　4．14　1．78　3．83

3．50　3．73　2．23　3．55

2．86　4．04　1．91　3．78

2．93　4．05　3．16　3．40

3．45　4．36　3．22　4．32

3．35　3．83　2．59　4．20

3．23　4．10　2．63　4．38

3．56　4．21　3．21　4．38

3．64　4．34　3．40　4．29

3．32　4．13　2．68　4．37

3．44　4．21　2．99　4．21

1．58

2．1　0

1．7　8

1．8　8

3．84

3．1　9

3．30

4．08

3．42

3．46

3．26

Q29　Q30 Q31　Q32　Q33　Q34　Q35 Q36　Q37　Q38　Q39　憲章
文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

　全体

4．33

4．08

4．31

4．00

4．05

4．36

4．30

4．44

4．09

4．01

4．1　2

3．39

3．70

3．67

3．21

3．60

4．09

4．1　3

4．03

3．68

3．54

3．67

3．33

3．70

3．68

3．26

2．86

3．23　．

3．35

3．21

3．00

2．93

3．07

3．69

3．93

3．45

3．23

3．02

3．28

3．38

3．08

2．97

2．96

3．09

3．28

3．1　8

3．1　4

3．26

2．79

3．02

3．23

2．69

2．75

2．73

2．85

3．36

3．53

3．04

3．28

3．27

3．25

3．20

3．46

3．47

3．1　8

3．33

2．58

3．05

2．80

2．98

3．1　8

3．04

3．30

2．90

3．07

3．55

3．1　3

3．64

3．33

3．03

3．33

3．1　3

3．1　9

3．43

2．79

3．26

3．32

3．23

3．69

3．28

3．02

3．1　4

3．1　7

2．83

3．03

2．85

2．67

3．25

2．95

3．61

3．70

3．86

3．37

3．45

3．1　3

3．00

3．56

3．33

3．36

3．39

4．11

4．50

4．35

4．05

4．1　8

4．Q9

3．90

4．28

4．05

4．1　2

4．1　2

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
4
．

＊　評定値は，そのとおり（5）・どちらかと言うとそのとおり（4）・どちらとも言えない（3）・どちらかと言うと

　　そうでない（2）・そうでない（1）として算出。

＊　各セルの値は，回答率（％），なお，「憲章」の列は九州大学教育憲章を知っていると回答した者の実数。

・一@4一



表1－2　重要度と達成度についての評価ポイントごとの頻度割合（％）の比較

低い　←　　　　　　　→　高い
質
　
問
　
項
　
目
　
o

1 2 3 4 5
平均値

社会についての関心や理解の重要度冒　＿　櫓　卿　堺　一　滞　齢　ρ　，　一　幽　一　一　一　層　響　曹　鮪　騨　轍　鱒　齢　一　齢　需　冒　騨　P　一　一　一　圏　■　一　騨　輸　一　鼎　晒　働　擢　盟　讐　畳　一　膳　印　榊　鼎　僻　一　一　一　一　層　重　一　　　■　曽　曹

ﾐ会についての関心や理解の達成度

α3駕榊　　禰　　儲　　購　　響　　嚇　　冒　　一　　響

@7毘

α2驚曙η榊躰騨欄常瀞

P0驚

　4駕鱒　櫛　　蟄　　魯　　噌　　暫　　鼻　　骨　　聯

Q9駕

17男吻　　御　　一　　7　　騨　　層　　冒　　甲　　質

R5駕

78駕儒　　”　　聯　　一　　嫌　　“　　帯　　静

P8鑑

　473一　　贈　　一　　一　　一　　蟄　　轡　　｝　　榊　　輔

@a46
人間や文化についての関心や理解の重度性＿　電　＿　御　齢　糟　榊　需　“　扁　層　，　一　一　甲　一　畠　一　一　騨　騨　脚　一　一　一　一　一　一　一　一　一　卿　一　一　學　騨　榊　嚇　備　齢　一　一　轄　”　一　η　淵　晴　鰭　葡　騨　一　噌　，　一　響　昌　犀　罷　膠　需　鱒

l間や文化についての関心や理解の達成度

a6毘鞘糟僻曹曹一楓曽塵

@7駕

α7驚。　　瞥　　曹　　鄭　　倫　　榊　　鼎　　備

P2驚

　9驚帽　　響　　艦　　”　　置　　“　　尉　　聯　　輔

R3駕

28器膳葡一曽一一曹邑一

R2驚

　62二一　　一　　一　　畢　　轄　　榊　　騨　　鱒　　伽

@15驚

　449一　　冒　　置　　胃　　一　　膏　　鯖　　掌　　“　　鵜

@3．31
歴史についての知識や理解の重要度，　胃　胃　帽　囎　鞘　揃　榊　一　一　一　〇　一　一　甲　一　一　r　鼎　轍　榊　髄　掴　一　一　一　一　一　一　一　曽　一　口　騨　囎　胴　輔　榊　儲　儒　柵　幡　印　一　一　，　階　糊　輔　騨　応　一　一　一　一　一　一　ロ　一　一　一　鞠

�jについての知識や理解の達成度

　1％騨　　榊　　齢　　一　　一　　雪　　雪　　雪　　■

@19％

　4毘一　　一　　r　　隔　　贈　　醐　　繍　　輸

Q4％

　13鑑一　　轍　　9　　甲　　一　　“　　o　　齢　　榊

R2駕

33箔幅一一一一一一一一

P9％

　50晃一■q輌鼎樽騨榊闇

@7％

　4．24”　　■　　9　　費　　P　　駅　　一　　聯　　俸　　騨

@2．69
地球環境や自然についての関心や理解の重要度儘　＿　＿　一　解　脚　榊　聯　P　旛　o　一　，　一　一　一　甲　一　一　聯　轄　齢　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　一　鴨　槻　輔　需　楠　静　“　一　9　冒　一　哨　帯　聯　噺　獅　一　櫓　一　一　一　一　一　層　ロ　一　口　鼎

n球環境や自然についての関心や理解の達成度

α3％騨　　轍　　噂　　一　　即　　雪　　雪　　雪　　雪

@5％

α4％雪　　雪　　幽　　糟　　鼎　　㎜　　締　　聯

@9％

　6％』　　葡　　9　　一　　興　　，　　階　　鞭　　騨

Q2駕

17％鼎薗一一一一一一一

R6％

77％雪　　旧　　9　　騨　　輔　　淵　　備　　一

Q8％

　4．69一　　一　　一　　一　　一　　｝　　四　　響　　備　　襯

@3．73
健康やスポーツについての関心や理解の重要度鵬　塵　盧　甲　叩　榊　轍　轍　幽　咀　一　，　o　一　一　一　働　一　僻　備　髄　備　一　応　一　一　一　一　一　一　甲　一　雪　｝　騨　鞘　騨　榊　齢　幡　一　繭　雫　岡　即　即　一　榊　備　徽　9　曽　冒　一　卿　璽　需　響　響　一　騨　費

注Nやスポーツについての関心や理解の達成度

α4駕榊襯静一一一一一〇

P2毘

　1％一　　雪　　一　　”　　需　　騨　　繍　　浦

P2駕

　9驚鱒　　霞　　璽　　冒　　轡　　ρ　　卿　　隅　　”

R0％

30％囎薗一一一一一一〇

Q7％

　59％o　　一　　層　　一　　齢　　導　　輸　　齢　　齢

@20駕

　4．45轍　　一　　r　　雪　　電　　甲　　讐　　席　　騨　　鼎

@3，31
論理的に分析し総合する思考力の重要度齢　一　〇　轡　爾　滞　楠　脚　齢　騨　一　一　一　一　一　一　曙　餉　讐　備　齢　騨　一　一　一　一　一　一　一　一　，　一　P　圏　爾　需　騨　禰　需　獅　帰　脚　一　，　層　一　榊　欝　鼎　葡　椿　庸　⇔　一　一　一　一　一　－　響　禰　露

_理的に分析し総合する思考力の達成度

α1毘”　　齢　　幡　　o　　魯　　曽　　冒　　冒　　冒

@4器

a2駕－　　曙　　口　　騨　　欄　　欄　　瀞　　樽

@7銘

　7器閥　　価　　・　　騨　　職　　一　　鱒　　願　　榊

@29駕

18箔静鱒曹一一一一一徊

S0驚

75毘層　　一　　凹　　噸　　騨　　榊　　幅　　輸

QG毘

　468一　　冒　　卿　　一　　椰　　昌　　一　　昌　　鼎　　鼎

@a65
説明し考えを示す表現力の重要度＿　R　電　卿　貸　僻　縣　備　戸　一　曇　一　一　畳　o　曽　騨　一　一　騨　齢　㎜　需　観　一　響　罹　一　胃　一　一　冒　■　騨　一　榊　鱒　”　鞠　降　葡　簡　楓　圏　層　卿　肺　脚　櫛　輯　聯　一　薗　一　一　一　匿　■　一　9　雪　騨

燒ｾし，考えを示す表現力の達成度

α1驚輔　　襯　　櫓　　帽　　葡　　一　　曹　　一　　噌

@6毘

a3銘電　　嗜　　層　　讐　　潜　　鞭　　滞　　鮮

hl駕

　5駕嶋　　鴨　　口　　，　　一　　唖　　噌　　，　　榊

R1駕

II駕幣曽一聰一一嘗曹鱒

R8露

84駕鱒　　囑　　帰　　，　　馴　　槽　　殉　　層

P4累

　478＿　　層　　＿　　一　　r　　騙　　甲　　昌　　榊　　榊

@a44
討論する能力の重要度畳　儘　r　艦　単　鱒　，　齢　帥　鴨　一　一　一　讐　需　雪　r　卿　曙　”　儒　楠　聯　9　層　ρ　一　雪　一　■　雪　魯　軸　層　齢　”　榊　榊　欄　鷲　轍　齢　暫　慮　臨　旙　印　響　㈲　鼎　膳　鱒　一　雪　雪　雪　唱　雪　雪　一　一　q

｢論する能力の達成度

0．3器｝　　榊　　榊　　葡　　－　　雪　　■　　－　　■

P5％

α5％一　　，　　岬　　柳　　輔　　儲　　㎜　　榊

Q0％

　6％櫓　　一　　一　　｝　　q　　一　　｝　　騨　　轍

R6％

18％輪　　一　　一　　9　　一　　一　　縣　　｝　　r

Q4％

　75％一■暫鞘榊榊鱒需一

@6箔

　467密　　＿　　＿　　冒　　帰　　盟　　咽　　鞘　　禰　　静

@2．88
．．薫蒸璽運為重ξカ9重i度＿＿∴＿＿。一＿一一一＿＿＿英語の運用能力の達成度 α5％轍　　騨　　楠　　一　　需　　，　　一　　雪　　雪

Q1％

α3％雪雪一鞘聯騨榊榊

Q6％

　6駕嚇　　腕　　一　　一　　噂　　｝　　挿　　嘲　　襯

R2％

13％齢　　，　　騨　　一　　一　　雪　　雪　　雪　　■

P7％

80％雪　　r　　一　　単　　購　　朧　　榊　　幡

@4％

　4．71贈　　一　　g　　o　　唇　　層　　胴　　蝉　　槻　　榊

@2．56
英語以外の外国語の能力の重要度一一．一＿＿＿一．．一＿．一一．一一＿一一一一＿，一一．一．一＿一一一一一一一＿＿な一一．一一一一一．＿

p語以外の外国語の能力の達成度

　4％騎備簡層一一一一一

R7％

　8男■　　雪　　輩　　脚　　噛　　刷　　購　　榊

Q2％

23％一　　一　　冒　　興　　甲　　一　　謄　　鞭　　縣

@24驚

34％楠一一一一一一一一

P3％

　32％一　　一　　儘　　嶋　　牌　　胤　　轍　　儲　　輪

@3駕

　3．81－　　雪　　盟　　一　　雪　　甲　　一　　騨　　需　　禰

@a22
情報処理の能力の重要度口　＿　一　一　耳　榊　榊　襯　齢　齢　曽　騨　騨　卿　一　一　一　一　一　稀　鼎　榊　，　鼎　胃　一　一　一　一　一　一　一　，　，　樽　“　騨　鼎　輸　櫛　滞　儲　楊　軸　噛　唱　鴨　鞘　輔　鱒　簡　一　一　曽　冒　一　一　一　■　■　鼻　雪

﨣�?揩ﾌ能力の達成度

α2毘需　　輸　　需　　輪　　囎　　鞭　　，　　胴　　，

@9毘

0．3箔甲η四幣囎㎜膳鼎

@9駕

　7％帰　　層　　＿　　＿　　蟄　　櫨　　聞　　騨　　轍

@26驚

16箔隠　　鞭　　o　　，　　即　　P　　一　　一　　一

R6驚

　77駕一一雪甲旧騨需㎜”

@18驚

　468謄　　一　　顧　　‘　　一　　甲　　曽　　曽　　㎜　　榊

@344
数学の基礎的な能力の重要度磯　礎　一　＿　一　一　鞘　噺　轡　軸　一　一　一　一　一　一　一　一　幣　鱒　鞠　鼎　“　顧　一　一　一　一　〇　〇　，　■　口　障　糟　噺　㎜　榊　倫　鼎　榔　嚇　一　嚇　臨　唄　瓢　帯　隔　騨　縣　補　魯　一　罰　傅　，　響　重　咀　尋　”

矧wの基礎的な能力達成度

α8駕榊榊榊襯顧曽一一一

@16驚

　3駕冒一－爾鰍喘常静

P5駕

　17驚騨　　映　　一　　舜　　o　　，　　噌　　鮪　　欄

R1器

31累応曹一一一一一一一

Q7駕

47驚一　　嫡　　鯖　　嫌　　轍　　鱒　　鞠　　静

P0毘

　421胃　　■　　一　　η　　騨　　肩　　甲　　昂　　蝋　　鼎

@a◎1
物理学化学生物学の能力の重要度＿　曙　＿　贋　吻　鱒　縣　帯　櫛　曽　一　一　即　一　一　一　一　一　一　騨　噺　嶺　一　鯛　一　一　一　一　一　一　一　臨　一　甲　駅　騨　鱒　榊　輸　需　榴　確　曹　鼎　騨　，　即　瞥　榊　㈲　層　一　冒　冒　一　冒　一　一　一　一　一　婚

ｨ理学化学生物学の能力の達成度

　1駕哺　　轍　　伽　　一　　〇　　，　　一　　需　　回

P2器

　2驚一巳甲贈輸榊騨順

P2％

　18％一　　一　　一　　贋　　一　　一　　，　　輔　　輯

Q8駕

31驚櫛　　，　　一　　r　　雪　　雪　　雪　　一　　一

R2男

48累一9噌鼎轍輸轄楠

P6驚

　4．22嚇　　一　　瞬　　o　　層　　一　　一　　一　齢　　榊

@3．30
卒業後の仕事または研究への意欲（の有無）一　　一　　一　r　　陽　僻　鼎　　闇　　一　　一　一　一　一　　一　　，　一　口　r　　一　　鞘　㎜　　轍　　脚　　一　　一　　一　　r　一　一　　一　　一　　一　　一　　甲　　一　　卿　　聯　榊　　儲　鳥　　扁　雪　　一　　圏　　岡　　甲　　噛　　購　　榊　　轍　　鱒　“　　脚　　o　働　　雪　雪　　一　　口　　一　口　　贈

ｲ業後の仕事または研究の意欲（形成への影響）

　2％開騨騨一一一一一一

@8％

　5駕曙　　一　　〇　　哨　　轍　　鼎　　構　　謄

@9驚

　19％触　　一　　興　　，　　響　　一　　隅　　輔　　輔

Q2驚

28％葡一一一塵一，響騨

R2％

　46％一胃■瞬需㎜㈲葡寵

@30％

　4．12＿　　＿　　＿　　■　　一　　一　　曹　　悼　　榊　　静

@3．68

社会生活を営むために必要な知識や素養の達成度 ll％ 16％ 38％ 24％ 11％ 3．07

文化生活ための知識や素養の達成度 10％ 15駕 40％ 26駕 9驚 ao8

国際社会を生きてゆくための知識や素養の達成度 14駕 21駕 39驚 20男 7毘 a84

情報化社会を生きてゆくための素養の達成度 7霧 13％ 32駕 37毘 12駕 a33

自然環魔と共生してゆくための知識や素養の達成度 10驚 17驚 36器 27累 11驚 ＆匪5

高年次履修の全学教育科目の意義 12男 ll銘 38駕 21％ 19％ 3．22

高年次履修の全学教育科目の意義 20％ 16％ 28男 22％ 15％ 2．93

低年次専攻教蕎斗目への履修熱意 9％ 13％ 28％ 29％ 21％ 3．38

低年次専攻教育科目の意義 4％ 4駕 18瑠 25％ 49％ 4．12

一5一



　　学部高年次学生についての教官アンケート調査の結果

本学の教官が高年次学生の能力をどのように評価しているかを調べ，それを全学教育などの教育改善

の参考にする目的で，本学の教授・助教授・講師を対象にして平成14年／月にアンケート調査が実施さ

れました。調査対象者の54％に当たる775名から回答がありました。

　　　　表2－1　回答者が主に授業を担当している分野：学部（全学教育）別のチェック数

文学部　　36 教育学部　　21 法学部　　22 経済学部　　22

理学部　110 医学部　131 歯学部　　63 薬学部　　　8
工学部　257 農学部　136 全学教育　145 無記入　　　7

表2－2　5段階評価の質問：「期待しているレベルに対して高年次学生の実際のレベルは？」

質　問　項　目
低い　←　　　　　　　→　高い
1 2 3 4 5

平均値

社会問題への関心や理解 6累 26驚 48鑑 17鑑 2駕 2．83

人間や文化への関心や理解 5％ 24驚 52駕 17％ 2箔 2．86

地球環境や自然への関心や理解 2器 13％ 45％ 34％ 6駕 3．29

異文化や国際社会への関心や理解 4駕 18驚 55駕 21％ 3駕 3．Ol

健康への関心や理解 3％ 12％ 55銘 26％ 5％ 3．19

歴史についての知識や理解 8％ 28％ 56駕 7％ 0．5驚 2．62

社会システムについての知識や理解 5駕 29驚 56驚 9箔 ◎．6累 2．71

論理的に分析し，それを総合する思考力 8驚 31箔 38驚 20路 4路 2．79

説明し，自分の考えを示す表現力 1◎驚 39驚 32驚 18驚 1驚 2．62

文章を書く能力 12毘 36％ 35箔 17箔 1駕 2．59

討論する能力 14％ 42驚 35駕 9％ 0．8％ 2．40

責任感や倫理性 6累 22驚 53驚 17驚 2驚 2．87

集団でものごとに取り組む能力 4駕 22累 53駕 19箔 2駕 2．92

聞き，話し，読む，書くの英語運用能力 10累 33累 43駕 13毘 1鑑 2．63

英語以外の外国語能力 33驚 19究 46％ 1完 ◎．3驚 2．16

情報処理能力 2箔 9％ 44器 39％ 5％ 3．36

専攻分野学習のための数学の学力 6驚 22毘 56驚 15駕 2驚 2．84

専攻分野学習のための物理学の学力 6駕 20驚 63驚 10駕 1驚 2．81

専攻分野学習のための化学の学力 4驚 14％ 68箔 13駕 1駕 2．93

專攻分野学習のための生物学の学力 5驚 15驚 67驚 11驚 2累 2．90

専攻分野学習のための図形・空間認識能力 4累 13晃 71驚 ll累 2箔 2．94

学問への意欲 5駕 27驚 38驚 26驚 4驚 2．97

ものごとに積極的に取り組む態度 5箔 28驚 43駕 21毘 3駕・ 2．88
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表2－3　低いと回答した項目を引き上げるための方策は？

回答率

学部専攻教育の改善する 17％
学部専攻教育と全学教育の連携をさらに密にする 29％
学部專攻教育の履修を減らしてでも全学教育の単位数を増やす 5％
全学教育科目のなかで履修単位数を再調整する 10％
全学教育科目の教育内容・方法を改善する 32％　』

解決策が見つからない 9％
その他 17％

▼（質問B）「Aの項目（表2－2の質問項目）以外に，本学の学生に期待なさっている点があれば，

お書きください」に対する記述回答の要約

好奇心や関心事：「もっと色々なことに対する好奇心を持ってほしい」「自分がやりたいことを見つけ

　て，それに意欲的に取り組んでほしいjなど

主体性（Active　learning＞：Fもっと自ら考えるようにして欲しい」「自ら考え発見する力。自分の考え

　をわかるように説明する力」「自分から問題や課題を見つける能力」「既知の問題の答えを暗記する

　という勉強方法から脱却すること。自分で考え自分で答えを出す能力をもつように。自ら調査し知

　識を広めていく能力をもつ」「常に疑問をもち，その問いに自分から答えを探していこうとする態

　度」泊力で道を切り開くパイオニア精神」など

大切な能力：f企画する力」「課題設定能力j「情報を収集する加「コミュニケーション能力（議論す

　る能力）」「思考力と表現力」「リーダーシップ」「マネイジメント能力」「Public　understanding　of

　Sciences（PUS）促進のための一般への情報開示能力」など

社会（国際）交流と貢献：「学外での様々な社会活動への参加」「多くの人々との交流」「ボランティア

　（単位を与える方策が必要）∬ボランティア活動（特に養護施設，老人ホーム，社会厚生施設）へ

　の参加jrインターンシップによる社会的関心の強化jf国際的に活躍したいという意識r日本国民

　としての国際社会への貢献に関する関心」「海外でも平気で働ける能力」「外国に出て行き，そこで

　活躍できるような能力，あるいは努力をしてほしい」「海外経験（単位を与える方策が必要）」など

教養と基礎知識：「他分野の知識のなさ，あるいは他分野の知識を得ようとする熱心さに欠ける」「専

　攻教育科目以外の興味に基づく学習」「専門にとらわれず幅広い教養を身につけて欲しいjr全ての

　面において広い視野をもち，専攻以外の分野への興味をもつこと」「一般教養学力が身についた学生

　を創造することなくして大学院への重点教育は効果があがらないばかりか，破綻するのではないか

　という危惧がある」「数・物・英の基礎学力の充実と専門以外の幅広い教養の取得」「専攻分野に関

　連する基礎知識を十分に身につける」など

教育への提言：「一部の学生は非常に優秀である。問題はそのような学生の割合が減少してきたこと。

　優秀な学生により高度な教育を施すシステムがないこと。能力の及ばない学生を別プログラムで教

　育するシステムがないこと」「教官の熱意が伝われば，かなり能力を持っており，期待される入物に

　なれる」「エリート教育（高貴は義務づける）」「圏的意識（何をやりたいかなかなか見つけられない

　ようだが）を持っている者を埋もれないようにすること」「高い潜在能力をいかに顕在化するかj

　「21世紀プログラムは全国の注目の的であり，厳しい点検・評価の対象となるので，きちんと指導
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　し，高い評価を得るよう最善の努力をすることが求められる」など

てまとめ）知的好奇心と主体性の低下の指摘が数多くありました。社会経験や国際交流など体験的に

学習する機会を設けることの必要性も繰り返し言及され，また，教養教育の意義を再確認と提言がな

されています。

▼（質問C）rAの項目（表2－2の質問項目）において，低いとチェックなさった項目を引き上げる

には，どうずれば良いとお考えですか？」に対する記述回答の要約

初等・申等教育への働きかけ：ヂ何のために大学に来るのか，入学前からの意識改革が必要」「問題は

　大学教育以前のシステム（社会，家庭，初等教育）にあるのではないか，彼らの不出来は彼ら自身

　の問題というより，そのまま社会を反映している鏡と見るべきである」「高等学校までの教育の抜本

　的改革」「初等，中等教育の改善以外に効果的方法は少ない。教育は改革プログラムでは不可」「家

　庭内教育の改善jf小・中・高校教育の改善jド小学校から高校における科学の授業を量，質ともに

　改善する」「極端で単一価値的な学歴偏重を緩和する」「基本的に低年次（中，高校教育）における

　学力に問題があるので入試の改善が必要」F現在行われている小，中，高校の知識の詰め込み教育方

　法では解決できない」など

入学者選抜方法を変える：「大学入試において偏差値の高い学生の入学増を図る」「入学テスト科目に

　取り入れることで解決する項目もある」［入学試験問題の改善」「センター試験を廃止する。暗記を

　学力と思う習慣をなくす」「大学入試を一本化し科目を増やす」「学力の低い者を入学させない」「入

　学定員を減らす」「大学入学試験の科Hおよび出題内容の再検討（基礎学力に関しての対策）jf入試

　の理科を3科目（物理，化学，生物）必須とする」など

卒業要件単位数の見直し：吟までの卒業単位数で十分である理由を明確にする」「大綱化以前に入っ

　ていた1コマ授業には2コマの予習が学生に課せられていたが，それを復活させるべきだ」「卒業要

　件（単位数）の見直し（増加）」など

成績評価のあり方：「単位認定を厳密に行う必要がある」「意欲のない学生は退学させる」「競争原理の

　導入」「学力が足りなければ留年となるのを当然のこととする」「熱意のない学生への退学勧告」「厳

　しい授業，厳しい評価」「単位取得の査定基準を高くするj「科目選択の自由度を高めるとともに競

　争的環境を強化する」など

修学指導のあり方：「入学時学生の個別指導］f早い時期から独自性を持たせる」「基礎的なしつけから

　指導をする必要がある」「個々の科目における向上よりも，まず「学問への意欲」「積極性」を如何

　に高めるかの問題がある」「個々の学生の教養を身につける意欲にまつ。できれば刺激を与えたい」

　「学ぶ目的，目標があいまいで，やる気がないので，やる気を出させることが基本的に重要」「低い

　能力を引き上げるより得意な能力を引き上げるのが得策ではないか」など

授業改善の具体案：

1）少人数教育：「少人数教育を行う。ゼミ形式など」「少人数による具体的なテーマの解決のための

　教育」fマスプロ教育をなくして少人数（20名以下）教育の導入」「少人数教育での教官との意思疎

　通を強化する」「少人数教育，演習の大幅な増加」「小グループでの教育を導入する」「少人数教育を

　増やすj「セミナー，オフィスアワーの強化」など

2）実習・演習：「講義が多すぎる。実践を伴う勉強をすべきである」「各教科の中で日本語を読み，

　日本語で書き，日本語で討論する能力を高める∬インターンシップによって社会のきびしさ，学ぶ

　ことの意義を見つめ直してほしい」「低学年より物事について考えるトレイニングをさせる。自主的
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　なボランティア活動も有効と考えられるjr自由討論（演習）形式の講義」など

3）外国語教育：「TOEICの受験義務づけ」「英語教材に理工学的教材を使い本学教官が指導する」

　「英語で行う必修科目を設ける」など

4）専攻教育：「全学教育の履修を減らしてでも学部専攻教育科目を増やすことによって解決する」

　「全学教育を減らして，専攻教育をじっくり行う」など

5）学習量：「本格的なtutor制度により，昼間の講義の2倍の時間を必要とする課題学習（寄宿舎制

　が望ましい）」「レポートの量を増やす」など

6）その他：「基礎教育をきちんとやるjr時代に合わない科目の削減と必要科目の導入jr学会で発表

　させる（卒業研究＞」「試験も暗記中心はやめ，総合問題を出す」「教官と学生の接する機会を増やす。

　自分から発表する機会をもつ」r理解能力に応じた履修ができるよう，柔軟性あるカリキュラムを目

　指すj出校で履修していない科目について，基礎科目の受講を義務づけるjf大学受験カリキュラ

　ムのため未履修になって不足している学力補強のための補講を導入する必要がありそう。その場合

　は非常勤でもよいから集中して担当できる方を講師とすべき」など

全般的提言：「カリキュラム改革を行う場合は，改革の実があがったかどうかアンケートその他で確か

　めるべきである」「教育優先の評価を教官に示す」f大学教育全体を見直す必要がある。現在，研究

　に目が向きすぎ，教育についての検討，意欲が弱いのでは」「教育は各学部が4年あるいは6年一貫

　して責任をもつべきである。専攻教育と全学教育を区別する考え方から脱却すべき（全学教育は当

　該学部単独で実施できない科目を全学で対応するものである＞」「全学，学部専攻を問わず，きちん

　と指導すること」「システムめ形だけ変えるより，安定したシステムの中でフレキシブルに教官が授

　業を運営することに情熱を傾けた方がよいと思います。濃い面白い内容の授業を集中して聴いても

　らうような体制の方が単位をムダに増やすより，学生にとっても教官にとってもよい」「いっぺん社

　会で学習してもらう機会を設け，意欲のある社会人も受け入れて刺激を与えるのが一番よい」「藍鼠

　学との連携を深める」両論部の復活」「旧課程方式で教養課程の復：活」「横断的，学問教育体系の整

　備」など

（まとめ）問題の所在と改善の必要性を初等・中等教育に見出している記述がもっとも多くみられま

した。次に，入学者選抜方法の検討，卒業要件となる単位数の増加，成績評価基準を高くする方向で

の見直しの提言が数多くありました。修学指導の内容として，学生の意欲や動機づけに関する指摘が

ありました。授業の改善に関する提言としては，少人数ゼミナールの増加，次いで，演習・実習形式

の授業の拡充が多く，外国語教育，専攻教育への言及もありました。教育組織にかかわる提言として

専攻教育と全学教育の関連の再検討についても記述されています。

▼（質問D）f全学教育科目の教育内容・方法の改善について，ご意見があれば，その要点をお書きく

ださい」に対する記述回答。

（まとめ）全学教育を教養教育として充実させるという意見と専攻教育との関連で削減を求める意見

がありました。総合選択履修方式の周知，少人数ゼミナールやディスカッション形式を採用した対話

型の授業の増加，共通授業概要の尊重，高年次全学教育科目の増加，高校における未履修科目へのさ

らなる対応，成績評価の厳格化，そして，授業担当者の相互授業参観，学生気質の変容への対応，外

国語教育の充実，コア教養科目の再検討などこれまでの改善のさらなる徹底を望む意見がありました。

教育活動を評価してほしいということに加え，アンケート調査の結果を具体的に教育に反映させにあ

たって，教科区分や専攻領域別FDの実施に対する要望もありました。
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　　　企業人事担当責任者による九州大学卒業者についての評価の結果

　本学の卒業生を受け入れている企業などの人事担当責任者が，本学の卒業生をどのように評価してい

るかを調べ，その結果を全学教育などの教育改善の参考にする目的で，平成14年1月にアンケート調査

が実施されました。調査依頼先は本学卒業の就職者数が多い企業・機関（94）と九州・山口の各県及び

県庁所在市の教育委員会（16）の計l12ca所でした。29驚に当たる32箇所から回答がありました。

表3　評価ポイントごとのチェック頻度とその割合（％）

　　　　※5段階評価のうち，ギ1．劣る」という評価はなかったので表からは除いている。

劣る　←　　　　　→　優れる
質　問　項　目

2 3 4 5
平均値

Q1 積極的に物：事に取り組む意欲 榊鷺甲禰■，一一一

10一　　齢　　贈　　断　　－　　瞬　　一　　一　　曽

@31％

16■　　■　　r　　藺　　聯　　讐　　瞥　　一

@5◎％

　6一一一一一一顧胴朧

@19％
3．9

Q2 ねばり強く物事に取り組む態度 ㎜　　鮮　　昌　　塵　　■　　雪　　■　　■　　響

　7層　　一　　備　　轍　　口　　雪　　一　　一　　一

@22％

21一一一一轍帽一雪

@66％

　4雪　　曙　　r　　一　　一　　曽　　膳　　鼎　　鼎

@13％
3．9

Q3 修得した学問・知識を活かして物事に敢り組む態度 轍　　鞠　　刷　　■　　■　　一　　r　　”　　聖

　5一顧購牌帰　一讐h

@絡％

　19一　　一　　一　　一　　層　　轍　　脚　　覇　　”

@60％

　80一一一一一顧騨舗

@25％
4．1

Q4 与えられた枠組みを越えて創造的に物事に取り組む態度
　　2騨謂雪雪一一一一一

@　6％

ユ7一　　一　　幌　　撃　　一　　一　　冒　　一　　雪

@53％

12一　　一　　一　　一　　聯　　噂　　嘲　　雪

@38％

　1雪　　一　　■　　雪　　雪　　■　　の　　騨　　㎜

@　3％
3．4

Qδ 知恵を使ったり工夫して物事に取り組む態度 榊　　糟　　¶　　P　　聖　　一　　冨　　冒　　曹

14一　　向　　徽　　篇　　脚　　脚　　一　　雪　　9

@44％

12一　　一　　一　　層　　欄　　騨　　噌　　曹

@38％

　6一　　謄　　■　　■　　冒　　零　　轄　　葡　　騨

@19％
3．8

Q6 自分の考えを他人に伝える能力
　　1㎜　　一　　岬　　一　　一　　購　　一　　雪　　■

@　3％

10雪　　盧　　聯　　備　　n　　一　　雪　　雪　　■

@34％

18■　　雪　　雪　　，　　悼　　鼎　　靭　　■

@56％

　3一　　一　　一　　雪　　■　　一　　導　　一　　轍

@　9％
3．7

Q7 周りの人と協調して物事に取り組む態度
　　1騨糟『一一一■俺一

@　3％

13一　　騨　　脚　　轍　　響　　閏　　憐　　隔　　9

@41％

　16■　　一　　一　　，　　一　　闇　　一　　禰　　一

@56％

　2曾一一一一一齢鼎㎜

@　9％
3．6

Q8 リーダーシップ
　4榊　　駅　　一　　曹　　一　　雪　　■　　雪　　■

@13％

17一　　一　　㎜　　榊　　，　　一　　雪　　雪　　雪

@53％

11一一一一襯淵帽層

@34％
｝，喩一一一曽儲榊 3．2

Q9 責任感
　　1嚇　　臓　　瞬　　－　　一　　■　　一　　■　　一

@　3％

　6國　　一　　嚇　　騨　　”　　腫　　■　　曽　　一

@烹9％

179　　r　　口　　齢　　締　　軸　　噂　　噂

@53％

　8曽曹一一一甲禰騨鴨

@25％
4．0

Qlo 議論する能力
　　3常襯隅，一鴨一儘一

@　9％

　8雪　　膳　　轍　　榊　　榊　　の　　一　　雪　　雪

@％％

16雪　　雪　　o　　晶　　“　　｝　　昌　　一

@50％

　5雪　　雪　　雪　　雪　　■　　雪　　o　　儲　　榊

@16％
3．7

Q11 企画する能力
　　1榊㎜噌一冒一柳噌曹

@　3％

15一一楠轍n一層－一

@膝7％

10一一一盧勝縣聯n

@説％

　6欝一一一一一一鼎轍

@19％
3．7

Q12 時代の変化を察知する能力
　　1備　　牌　　贈　　一　　雪　　雪　　r　　一　　，

@　3％
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Q14 人間についての関心
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Q15 文化・芸術についての関心
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Q16 健康・スポーツについての関心
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Q18 国際感覚
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◇　全学教育機構について

1．全学教育機構について

　　本学は平成7年3月の評議会で「九州大学の改革の大綱案」を決定後，平成12年4月の全学大学
　院重点化の完了を待って，同年4月から大学院の教育研究組織であるr研究科」を再編し，教官の
　所属する研究組織照降院」と大学院の教育組織「学府」とに分離して，研究・教育のさらなる変
　革：と活力維持とを欝指しました。

　　しかし，「研究院制度のもとでの全学教育のあり方」が問題として浮上し，関係委員会等で審議を

　重ねた結果，最終的に平成12年11月の評議会の決定により，学部教育に係る全学教育科目と新し
　い学部横断型教育システムである21世紀プログラムの企画及び実施の責任組織として，円滑に行う

　ために「全学教育機構」を設置し，本年度からこれまでの「全学共通教育．Sをr全学教育」と改め
　ました。このことにより，今まで本学の全学共通教育に係る企画及び実施等における牽引車となつ
　ておりました大学教育研究センターは，平成13年度から全学教育の運営等では「支援する」という
　立場となり，いわゆる「センター方式」から「委員会方式jへと大きく変貌しています。

2．全学教育（科目）の実施体制について

　全学教育（科目）は全学のすべての部局が一体となって実施するものであり，その企画・運営は
全学教育機構が行います。全学教育機構長は総長，副機構長は副学長となっています。

　全学教育に関わる重要事項については，全学教育機構委員会が審議決定しますが，委員長に総長，
副学長及び総長が指名する総長特別補佐，各研究院長，教育学部長，各附置研究所長，医学部附属
病院長，歯学部附属病院長，附属図書館長，有機化学基礎研究センター長，大学教育研究センター
長，情報基盤センター長，健康科学センター長，センター群協議会1及びセンター群協議会IIの各
議長というように各部局長メンバーで構成されています。

　全学教育機構は，全学教育機構委員会と全学教育自己点検・評価委員会をもって構成され，その
全学教育機構委員会は，全学教育企画委員会と全学教育実施委員会，21世紀プログラム実施委員会

及び教職課程実施委員会で組織されています。このことは，平成14年1月22日に改正されました。
　全学教育企画委員会と全学教育実施委員会には，それぞれ10の科臼部会が設けられ，それぞれに
世話部局が定められています。また，各科目の企画部会と実施部会の長には，それぞれ定められた
世話部局の研究院長が充てられています。

　　なお，全学教育実施委員会には，全学教育の開講授業科臼に係る実施計画の円滑な策定（時間割
編成等に係る実地の細かな調整連絡等〉のため，各実施部会を調整する委員会として，栓学教育実
施調整委員会，」が設けられています。

3．主な委員会の役割について
　1）全学教育機構委員会の役割は，①全学教育機構の運営に関する基本的事項に関すること，②全
　学教育，21世紀プログラム及び教職課程の企画及び実施に関する基本的事項に関すること，③そ
　　の他機構の運営に関する重要事項に関することです。

　2）全学教育企画委員会の役割は，①全学教育の理念及び教育目標の原案作成に関すること，②開
　設授業科闘の策定に関すること，③教育方法及び教育内容の改善に関すること，④成績評価のあ
　　り方に関すること，⑤その他全学教育の提供に係る具体的事項の企画に関することです。

　3）全学教育実施委員会の役割は，①開設授業科目の実施計画に関すること，②授業及び試験の実
　施並びに成績評価に関すること，③既修得単位等の取扱いに関すること，④学生の履修上の指導
　及び助雷に関すること，⑤全学教育に係る実施経費に関すること，⑥全学教育に係る情報提供に
　関すること，⑩その他全学教育の提供に係る具体的事項の実施に関することです。
4）21世紀プログラム実施委員会の役割は，①21世紀プログラムの授業計画案に関すること，②21

　世紀プログラムの実施計画等に関すること，③学生の履修上の指導及び助言に関する事，④学生
　　の入学，卒業又は課程の修了その他その在籍に関する事項の事前審査に関すること，⑤学位の授
　与に関する事項の事前審渣に関すること，⑥その他21世紀プログラムの実施に関することです。

　5）教職課程実施委員会の役割は，①教育職員免許法に定める教科に関する科目，教職に関する科
　　目等に関すること，②教育実習に関すること，③その他教職課程に関することです。

6）全学教育自己点検・評価委員会の役割は，①全学教育に係る点検・評価項目の作成及び点検・
　評価②全学教育に関する自己点検・評価の報告書の作成，③全学教育に関する外部評価の聴取
　及びその検討，④その他全学教育に関する自己点検・評価に係る事項の検討等に関することです。
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［　lptll］

　　　　　　　　教　育　審　議　会

　　　　　　　　　教　務　委　員　会

平成14年1月22日改正

全学教育機構　　・……・…大学教育研究センター

自己点検・評価委員会

全学教育機構委員会　　　　　　全学教育自己点検・評価委員会

全学教育企画委員会
（世話部局）

教養教育科目企画部会 比較社会文化研究院
言語文化科目企画部会 言語文化研究院
健康・スポーツ科学科目企画部会 健康科学センター

情報処理科目企画部会 システム情報科学研究院
基礎科学科目（数　学）企画部会 数理学研下院
基礎科学科目（物理学〉企画部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（化　学）企画部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（生物学）企画部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（地　学）企画部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（図申学）企画部会 工　学　研　究　院

全学教育実施委員会
（世話部局）

教養教育科目実施部会 比較社会文化研究院
言語文化科目実施部会 言語文化研究院
健康・スポーツ科学科目実施部会 健康科学センター

情報処理科目実施部会 システム情報科学研究院
基礎科学科目（数　学）実施部会 数理学研究院
基礎科学科目（物理学）実施部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（化　学）実施部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（生物学）実施部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（地　学）実施部会 理　学　研　究　院

基礎科学科目（図　学）実施部会 工　学　研　究　院

21世紀プログラム実施委員会

教職課程実施実施委員会

［：E：E＝S－1

比較社会文化学府 比較社会文化学府等事務部
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1）全学教育機構委員会

　総　　　長

　副　学　長

　副　学　長

　副　学　長

　総長特別補佐

　総長特別補佐

　総長特別補佐

　総長特別補佐

　総長特別補佐

　総長特別補佐

　人文科学研究院長

　比較社会文化研究院長

　人間環境学研究院長

　法学研究院長

　経済学研究院長

　言語文化研究院長

　理学研究院長

　数理学研究院長

　医学研究院長

　歯学研究院長

　薬学研究院長

　工学研究院長

総合理工学研究院長

農学研究院長

教育学部長

生体防御医学研究所長

応用力学研究所長

機能物質科学研究所長

医学部附属病院長

歯学部附属病院長

附属図書館長

有機化学基礎研究センター長

大学教育研究センター長（鳥

情報基盤センター長　　　松

健康科学センター長　　　峰

センター群－協議会1・議長　（柳

センター群協議会ll・議長矢

医療技術短期大学部部長梅

事務局長　　　　　　　　早
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　　　　　　　　　　　＊はオブザーバー
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2）全学教育企画委員会

副学長

大学教育研究センター長

比較社会文化研究院長

言語文化研究院長

健康科学センター長

システム情報科学研究院長

理学研究院長

数理学研究院長　　　　　中

工学研究院長　　　　　　村

比較社会文化研究院　　　森

言語文化研究院　　　　　恒

健康科学センター　　　　小

システム情報科学研究院　二

心理学研究院　　　　　　風

理学研究院　　　　　　　巨

理学研究院　　　　　　　吉

理学研究院　　　　　　　藤

理学研究院　　　　　　　伊

工学研究院　　　　　　　内

人文科学研究院　　　　　菅

人間環境学研究院　　　　南

法学研究院　　　　　　　見

経済学研究院　　　　　　乱

数理学研究院　　　　　　川

医学研究院　　　　　　　柳

歯学研究院　　　　　　　赤

薬学研究院　　　　　　　二

二学研二院　　　　　　　今

農学研究院　　　　　　　山

大学教育研究センター　　押

留学生センター　　　　　鹿

学務部学務部長　　　　　岡

大学教育研究センター＊淵
医療技術短期大学部　　＊関

九州芸術工科大学　　　＊大

九州芸術工科大学　　　＊佐

樹
洪
夫
郎
修
男
孝
宏
宜
洋
行
一
入
明
道
法
博
徳
一
彦
史
寛
夫
一
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文
稔
彦
路
重
一
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男
恭
也
彦
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森
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吉
藤
二
二
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二
二
刀
川
柳
赤
前
今
山
二
二
岡
淵
関
大
佐

3）教養教育科目企画部会

　比較社会文化研究院長　　高　田

　比較社会文化研究院　　　森

和　夫

俊　洋
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平玉孫人間環境学研究院

孝
道
秀
恵
樹
平
門
美
樹
幸
晶
作
二

8）基礎科学科目（物理学）企画部会

理学研究院長

理学研究院

数理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

理学研究院

人間環境学研究院

工学研究院

総合理工学研究院

システム情報学研究院

小田垣

巨　海

福　本

吉　村

松　家

輿　石

島　田

大　坪

当　山

小　山

松　村

三　好

園　福

玄

康

茂

英

政

英

智

永

敬

敦
子
史
吉
伸
恵
茂
弘
吾
志

陽
生
光

茂
省
正

崎
尾
松
井
合
村
本
戸
吉
畑

岡
神
角
新
河
吉
笹
大
有
田

人文科学研究院

人間環境学研究院

法学研究院

経済学研究院

理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

4）言語文化科目企画部会
　　　【未選出】

　　世話部局：言語文化研究院

9）基礎科学科目（化学）企画部会

理学研究院長

理学研究墜

下学研門院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究岡

三学研究院

薬学研究院

工学研究院

小田垣

吉　村　和
西

堺

野

末

福

久

山

柴

今

田

円

宗

島

原

内

田

坂

輝

久

孝

久

元

久

隆

洋：

哲

哲

昭

攻

藤太郎

修
一
呼
野
治
二
弘
子
紘
也
艶
文

5）健康・スポーツ科学科目企画部会

健康科学センター長

健康科学センター

人文科学研究院

人間環境学研究院

法学研究院

経済学研究院

理学研究院

工学研究院

農学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

峰

小

静

大

武

遠

宗

古

堺

松

宮

永

神

内

藤

政

賀

神宮司

松　下

宮　本

秀

英

謙

雄

昭

靖

正

誠

恭

智

孝
博
正
介
幸
生
衛
淳
也
脩

10）基礎科学科目（生物学）企画部会

理学研究院長

理学研究院

理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

理学研究院

比較社会文化研究院

小田垣
藤

里

柳

筑

西

川

吉

野

矢

島

波

村

上

村

村

田

義

雄

隆

行

幸

6）情報処理科目企画部会
　　　【未選出】

　　世話部局：システム情報科学研究院

宏
明
英
典
行
司
雄
正
彦
登

7）基礎科学科目（数学）企画部会

党理学研究院長

数理学研究院

理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

経済学研究院

数理学研究院

中

風

呼

声

齋

濱

岡

川

前

百

尾

間

村

野

藤

瀬

田

口

園

武

充

英

清

純

俊

健

龍

雅

宣

弘
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11）基礎科学科目（地学）企画部会

　理学研究院長　　　　　　小田垣

　理学研究院　　　　　　　極　藤　久

　理学研究院　　　　　　　吉　岡　祥

　農学研究院　　　　　　　伊　藤　肇

　理学研究院　　　　　　　島　田　允

　比較社会文化研究院　　　西　　　弘

12）基礎科学科目（図学）企画部会

　　　【未選出】

　　世話部局：工学研究院

13）全学教育企画委員会ワーキンググループ

　大学教育研究センター長

　人文科学研究院

　比較社会文化研究院

　法学研究院

　経済学研究院

　言語文化研究院

　健康科学センター

　理学研究院

　数理学研究院

　医学研究院

　工学研究院

　システム情報科学研究院

　農学研究院

　大学教育研究センター

　医療技術短期大学部　　＊

　九州芸術工科大学　　　＊

14）全学教育実施委員会

　副学長

　大学教育研究センター長

　比較社会文化研究院長

　言語文化研究院長

　健康科学センター長

　数理学研究院長

　理学研究院長

　工学研究院長

　比較社会文化研究院

　言語文化研究院

　健康科学センター

　システム情報科学研究院

孝
徳
一
壷
発
心

洪
虚
血
寛
治
行
一
孝
明
介
吾
人
路
男
恭
也

　
　
俊
　
健
元
秀
　
英
雄
稔
真
耕
吉
文
修

　
　
　
　
　
　
．
　
田

罵
岡
森
児
岩
恒
小
小
風
柳
盤
面
山
淵
関
大

　　　　　　　　　　　　野　澤

　　　　　　　　　　　　罵

　　　　　　　　　　　　高　田

　　　　　　　　　　　　森

　　　　　　　　　　　　峰　松

システム情報科学研究院長前　田

　　　　　　　　　　　　中　尾

　　　　　　　　　　　　小田壌

　　　　　　　　　　　　村　上

　　　　　　　　　　　　清　水

　　　　　　　　　　　　太　田

　　　　　　　　　　　　大　柿

　　　　　　　　　　　　H　高

樹
洪
夫
郎
修
男
宏
孝
宜
久
昭
朗
達

　
　
　
太

秀
　
和
茂
　
三
慎
　
敬
靖
一
哲

数理学研究院

理学研究院

理学研究院

理学研究院

理学研究院

工学研究院

人文科学研究院

人間環境学研究院

法学研究院

経済学研究院

理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

大学教育研究センター

留学生センター

学務部学務課長

大学教育研究センター

吉
忌
詞
海
鼠
廣
竹
北
江
久
柳
話
中
樋
大
池
小
森
面
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

田
崎
東
田
木
川
村
山
口
野
　
江
島
口
塚
田
山
山
田
田

15）教養教育科目実施部会
　比較社会文化研究院長　　高　田

　比較社会文化研究院　　　清　水

　人文科学研究院　　　　　辛　島

　人間環境学研究院　　　　野々村

　法学研究院　　　　　　　江　ロ

　経済学研究院　　　　　　稲　寓

　理学研究院　　　　　　　　花　村

　医学研究院　　　　　　　櫛

　歯学研究院　　　　　　　松　家

　薬学研究院　　　　　　　田　中

　工学研究院　　　　　　　中　野

　農学研究院　　　　　　　伊　東

16）言語文化科目実施部会

　言語文化研究院長　　　　　　森

　言語文化研究院　　　　　　　太　田

　言語文化研究院　　　　　　　山　村

　言語文化研究院　　　　　　　江　口

　言語文化研究院　　　　　　　阿　部

　言語文化研究院　　　　　　　阿　尾

　言語文化研究院　　　　　　　中里見

　言語文化研究院　　　　　　（山　村

　言語文化研究院　　　　　　　佐　藤

正
文
利
英
貞
俊
則
　
厚
国
　
増
昭
　
久
元
紘
日出夫

吉

章
重
男
典
臣
二
行
修
仁
夫
賭
隆
彦
面
出
輝
三
夫
守
男

夫
久
雄
子
仁
博
樹
介
虚
誕
二
信

和
泰
正
淑
魚
信
鼠
晶
晶
宏
幸

茂太郎

一一 @昭
ひろみ

　　巧

吉　雄

安　泰

　　敬
ひろみ〉

正　則
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κ夢εβ♂、聾◎．沁、

入
洋
宏
哲
公
簿
己

雅
　
雅
　
　
　
六

田
宗
藤
原
原
田
壁

平
末
後
久
竹
柴
草

歯学研究院

薬学研究院

工学研究離

農学研愚挙

理学研究院

薬学研究院

工学研究院

言語文化研究院

言語文化研究院

17）健康・スポーツ科学科目実施部会

健康科学センター長　　　峰　松　　　修

健康科学センター　　　　大　柿　哲　朗

22）基礎科学科目（生物学）実施部会

理学研究院長

理学研究院

理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

理学研究院

比較社会文化研究院

小田垣

舘

野

山

白

西

片

吉

巌

矢

田

村

本

砂

村

山

村

佐

田

英

和

博

兼

行

佳

孝
典
生
道
光
生
樹
果
庸
脩

　
英
和
博
兼
行
佳

18）情報処理科目実施部会

　　　【未選出】

　　世話部局：システム情報科学研究院

23）基礎科学科目（地学）実施部会

理学研究院長

理学研究院

理学研究院

農学研究院

比較社会文化研究院

比較社会文化研究院

小田垣
鈴

鹿

単

果

進

木

島

貞

　　正

井　治

野

孝

臣

薫

紘

孝

勇

19）基礎科学科目（数学）実施部会

数理学研究院長

数理学研究院

理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

経済学研究院

数理学研究院

人間環境学研究院

中

吉

原

飛

中

濱

孫

川

阪

尾

田

田

松

西

瀬

口

口

中屋敷

孫

慎

正

恒

省

健

玉

雅

紘

玉

宏

章

司

博

司

平

正

治

厚

平

24）基礎科学科目（図学）実施部会

　　　【未選出】

　　世話部局：工学研究院

25）全学教育実施調整委員会

大学教育研究センター

比較社会文化研究院

言語文化研究院

言語文化研究院

健康科学センター

システム情報科学研究院

数理学研究院

理学研究院

理学研究院

理学研究院

比較社会文化研究院

蔦

清

太

山

大

副

吉

蓼

川

舘

酒

水

田

村

柿

田

崎

東

田

井

　　洪

靖　久

一　昭

ひろみ

哲

恒

正

文

利

英

治

朗

憲

章

重

男

典

孝

20）基礎科学科目（物理学）実施部会

理学研究院長

理学研究院

数理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

理学研究院

人間環境研究院

工学研究院

総合理工学研究院

システム情報学研究院

小田垣

篠　翠

松　井

古　江

ニノ宮

輿

都

大

成

小

島

岡

石

階

坪

清

山

田

好

田

文

増

平

政

智

英

永

龍

孝

重

卓

隆

郎

潔

美

修

幸

樹

作

雄

21）基礎科学科目（化学）実施部会

，理学研究院長

理学研究院

理学研究院

医学研究院

小田垣　　　孝

谷　村　禎　一

竹　重　公一郎

一　16　一



識の

工学研究院

農学研究院

大学教育研究センター

アドミッシsuンセンター

学務部学務部長

木

工

押

武

岡

下

肥

川

谷

本

智

勝

元

峻

正

見

己

重

博

吾
重
男
三
剛

省
元
吉
町

吉
川
田
山
野

牛
配
物
小
長

工学研究院

大学教育研究センター

大学教育研究センター

大学教育研究センター

大学教育研究センター

28＞21世紀プログラム専門委員会

比較社会文化研究院

比較社会文化研究院

比較社会文化研究院

経済学研究院

言語文化研究院

言語文化研究院

数理学研究院

工学研究院

農学研究院

大学教育研究センター

アドミッションセンター

比較社会文化研究院

有

清

高

藤

羽

徳

風

木

今

押

武

吉

馬

水

田

井

賀

見

間

下

泉

川

谷

岡

和

美

賢

道

英

智

勝

元

峻

學

展

夫

男

夫

明

見

己

重

斉

29）教職課程実施委員会

　教育学部長

総長特別補佐

人間環境学研究院

人間環境学研究院

人間環境学研究院

文学部

法学部

経済学部

理学部

工学部

農学部

比較社会文化研究院

人間環境学研究院

数理学研究院

システム情報科学研究院

総合理工学研究院

学務部学務課長

教育学部等事務長

針

鳥

新

田

高

鵜

見

大

伊

和

甲

高

河

佐

河

橋

本

片

塚

谷

罵

橋

飼

玉

下

藤

泉

斐

野

野

藤

原

爪

田

山

恭

誠

靖

信

丈

久

直

信

昭

榮

康

健

昌

進

洪

明

恵

光

寛

平

徳

志

諭

治

彦

雄

守

彦

26）全学教育実施委員会ティーチング・アシ

　スタントに関するワーキンググループ

大学教育研究センター

比較社会文化研究院

言語文化研究院

健康科学センター

数理学研究院

理学研究院

理学研究院

理学研究院

比較社会文化研究院

工学研究院

システム情報科学研究院

大学教育研究センター

大学教育研究センター

篤

森

太　田

堀　田

内　田

篠　崎

野　村

小早川

石

廣

竹

淵

小

田

川

田

田

山

俊

雅

文

和

義

清

俊

正

吉

紘

洪

洋

昭

之

重

生

尚

隆

幸

男

樹
郎
洪
郎
彦

　
　
三

　
秀
洋

会
澤
田

員施実ムラグロブ紀1

　
樹
洪
一

　
秀
　
憲

会員
澤
　
橋

委価
野
鳥
高

30）全学教育自己点検・評

　副学長

　大学教育研究センター長

　比較社会文化研究院

　
　
一
男
行
之
彦
一
彦
進
學
展
斉
夫
男
二
夫
明

三
一
翼
哲
弘
俊
昭
隆
稔
　
　
　
　
和
美
賢
道
英

口
島
江
　
山
栗
島
口
任
石
馬
水
岡
田
井
賀
見
間

委
野
柴
罵
原
野
直
高
小
笹
中
樋
今
白
有
清
吉
高
藤
羽
徳
風

27）21世紀プログラ2

　副学長

　総長特別補佐

　総長特別補佐

　人文科学研究院

　人間環境学研究院

　法学研究院

　経済学研究院

　理学研究院

　医学研究院

　歯学研究院

　薬学研究院

　工学研究院

　農学研究院

　比較社会文化研究院

　比較社会文化研究院

　比較社会文化研究院

　比較社会文化研究院

　経済学研究院

　言語文化研究院

　言語文化研究院

　数理学研究院
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言語文化研究院

健康科学センター

システム情報科学研究院

数理学研究院

理学研究院

理学研究院

理学研究院

理学研究院

工学研究院

人文科学研究院

人間環境学研究院

法学研究院

中
柿
宮
藤
ロ
山
原
橋
能
村
神
井

田
大
雨
加
罵
横
矢
高
久
竹
大
土

陽
哲
真
久

拓
徹
孝
和
則
英
政

子
朗
人
子
尚
史

夫
行
裕
和

経済学研究院

理学研究院

医学研究院

歯学研究院

薬学研究院

工学研究院

農学研究院

アドミッションセンター一

大学教育研究センター

大学教育研究センター

大学教育研究センター

学務部学務部長

福
佐
績
赤
末
清
村
武
押
淵
長
岡

留
野

峰
宗
水
瀬
谷
川
田
野
本

久
弘
輝
昭

正
安
峻
元
吉

正

大
好
久
文
洋
賢
英

重
男
剛
博

◎全学教育企画委員会（第7回）

　　　　　　　　平成14年6月7日（金）開催

1．委員の交替等について，鳥教授が大学教育

　研究センター長兼総長特別補佐として，森教

　授が言語文化研究院長として，恒川教授と児

　玉教授は委員の交替及び関教授がオブザーバ

　ーの交替で前任者の残任期間を担当すること

　になる旨の説明があった。

2．全学教育企画委員会ワーキンググループ座

　長である鳥委員から，5’月17日に開催したワ

　ーキンググループにおいて，①平成15年度全

　学教育カリキュラムの見直しについては見送

　ることにしたこと，②ワーキンググループに

　ついて，教養教育を検討するには構成が理系

　に片寄っているので見直しを行い，早急に新

　カリキュラムの検討を行うこと，③医学部保

　健学科の発足に伴い，資料に基づき全学教育

　の必要コマ数が99．9コマ必要となり，そのう

　ち医学部保健学科教官は70．6コマ担当するこ

　とになることを検討した旨の報告があった。

3．学務課課長補佐から資料に基づき，農学部

　委員から提出のあった要望について，交通計

　画ワーキンググループ会議委員である学務課

　長から，同ワーキンググループ会議へ提出す

　る旨の報告があった。

4．各企画部会から次のような活動報告があっ
　た。

①教養教育科目企画部会

　　教養教育の世話部局として，コア教養科

　目の検討会を担当者を集めて，シラバスの

　作成や各コア教養科Hの担当者会議を実施

　することを打ち合わせた。

②基礎科学科目（数学〉企画部会

　・医学部保健学科の基礎科学科目について

　　の対応を検討している

　・高年次の履修科目を整理することを検討

　　している。

　・九州芸術工科大学との統合後の基礎科学

　　科目担当について，どのようにするか慎

　　重に検討している。

　・平成15年度からの全学教育担当負担を，

　　数学については若干の変更があることが

　　判明したので，問題を整理して検討して

　　いる。

③伊藤理学研究院長（世話部局長）

　・元岡移転後の基礎科学実験をどのように

　　するか検討している。

　・理学部が実施した全学教育に関する卒業

　　生のアンケートの結果をみて，全学教育

　　のあり方を今後検討する必要がある。

④基礎科学科目（物理学）企画部会

　　物理学科の中で，基礎科学科目の実験科

　自や医学部保健学科の設置，九州芸術工科

　大学との統合に関して検討している。
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　⑤基礎科学科目（化学）企画部会

　　・基礎科学科目の中の結合論に関して，開

　　　好時期等の問題を検討している。

　　・今後，担当者会議を開催する。

5。専門職員から，昨年実施した第26回九州地

　区国立大学問合宿共同授業の報告書を作成し

　た旨の報告があった。

6．押川委員から，平成13年度後期に実施した

　学生による授業評価アンケートについて，前

　回（平成12年度前期）実施したアンケートと

　比較したところ，学生からの評価がかなり上

　がっている旨の報告があった。

7．押川委員から大学評価・学位授与機構に提

　出する教養教育の自己評価書について，全学

　教育自己点検・評価委員会でまとめて，自己

　点検・評価委員会で各部局に持ち帰り検討い

　ただいたうえ，作成する旨の報告があった。

8、学務課課長補佐から，平成15年度全学教育

　カリキュラムの大幅な見直しは，見送ること

　になったが，医学部保健学科の設置及び九州

　芸術工科大学との統合に伴い，コア教養科目

　に「医療と福祉」，「芸術とテクノロジー」

　を設けることになり，その履修方法について，

　資料に基づき説明があり，審議の結果，平成

　15年度はf医療と福祉」科目について，現在

　のコア教養科目のいずれか1つの枠の科目と

　して履修を認めることとし，平成16年度につ
　いては，新しいワS・一・‘一iクキンググループを早急

　に組織して，「医療と福祉」，「芸術とテクノ

　ロジー」を加えたコア教養科目の履修方法を

　検討することになった。

9．学務課課長補佐から，法人化に伴う中期臼

　標・申期計画の策定について，説明があった。

　　次いで，委員長から法人化に伴う中期目標

　・中期計画の策定については，企画専門委員

　会から依頼があり，全学教育に関して1次案

　を本委員会が策定して，6月28日までに提出

　することになっているとの説明があり，審議

　の結果，委員の意見等を6月18日までに提出

　してもらい，その取り扱いは委員長に一任す

　ることになった。

　　続いて，委員長から法人化に伴う中期目標

　・中期計画の策定については，今後，何度も

　本委員会で検討して成案を12月までに作成す

　ることになっている旨の発言があった。

IO．学務課課長補佐から，社会連携参加学生へ

　の単位授与について説明があり，審議の結果，

　ボランティア活動，課外活動，インターンシ

　ップ等への単位授与に関して，整理したうえ

　で本委員会に提案することになった。

ll．押川委員から，医学部保健学科の全学教育

　の授業担当の大きな枠組を本委員会で審議し

　て欲しい旨の発言があった。

◎全学教育実施委員会（第9回）

　　　　　　　平成14年3月7日（木）開催
1．高木大学教育研究センター長から，平成13

　年度後期の定期試験において，農学部の学生

　（1名）が不正受験と思われる行為を行った

　ため，前回の本委員会において，『不正受験

　行為の事実認定』の了承を得て，当該学生の

　所属する学部へ通知していたが，当該学部教

　授会において，il不正受験行為Sとして措置

　するとの通知があった旨の報告があった。

2．高木大学教育研究センター長から，大学教

　育研究センター所属の運用定員について，次

　のような報告があった。

　①健康・スポーツ科学科目担当の運用定員

　　助教授1名を1月18日（金）開催の本委員

　　会で要求することが了承され，2月19日

　　（火）開催の教官運用定員委員会でこの要

　　求分が了承された。その後，2月20日（水）

　　開催の大学教育研究センター委員会で選考

　　委員会を設置し，既に学内で公募中である。

　　場合にようては，4月中旬～5月の着任も
　　可能であること。

②物理学実験科目担当の運用定員助手1名

　　が4月1日付けで工学研究院へ配置換とな

　　るが，4月からの物理実験担当業務は，工

　　学研究院と総合理工学研究院との合意によ

　　り，今後，数年間は総合理工学研究院の教

　　官が担当することになっている。従って，

　　当面は後任補充を必要としない為，大学教

　　育研究センターとしては，この運用定員を

　　平成14年度は全学に返却する。しかし，こ

　　の措置は，この運用助手枠を大学教育研究

　　センター一として永久に解消したという意味

　　合いではなく，今後，全学教育の実験科目

　　の実施の方法・あり方等について，全学教
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　　育企画委員会等の場で早急に検討を進めて

　　いくべき案件であり，全学として，運用定

　　員削減方策，法人化及び大学移転の準備等

　　も含め，総合的かつ緊急の検討が必要であ

　　ること。

3．各科目実施部会の部会長や副部会長から，

　順次，各部会の活動状況等について，次のよ

　うな概要報告があった。

　①教養教育科目実施部会
　　　全学教育の改革サイクルの一環として，

　　コア教養科欝の実態等を考慮した結果．従

　　前までの反省会に代え，来年度の実施担当

　　教官65名全員を授業開始前（4月9日）に

　　集め入力されたシラバス及び授業計画を基

　　に改善策等の検討を計画している。

②言語文化科目実施部会
　　　各部局毎定員の2％凍結に伴い，補充予

　　定運用定員の補充が未定となっているため

　　に14年度の開講予定コマ数を削減せざるを

　　得ない状況であり，現在，その対応策等を

　　検討中であり，次回の本委員会で審議いた

　　だく予定である。

③健康・スポーツ科学科目実施部会
　　　従前は，部門別に検討等を行っていたが，

　　現在は，科目担当教官12名の全員体制で検

　　中等を行っている。

4．教務掛長から，開講科目の取り止め，開講

　曜日・時限の変更，担当教官の変更及び撫当

　教官の決定に伴う時間割変更等について，概

　要説明があり，審議の結果，原案どおり了承

　した。

5．教務掛長から，担当教官変更及び決定に伴

　う平成14年度非常勤講師の任用について，概

　要説明があり；審議の結果，原案どおり了承
　した。

6．前田大学院システム情報科学研究院長から

　平成14年度新入生対象の情報処理講習会の実

　施方法等に係る概要説明があり，審議の結果，

　原案どおり了承した。

7．教務掛長から，平成14年度オリエンテーシ
　ョン日程及び平成14年度履修解説について，

　概要説明があり，審議の結果，原案どおり了

　承した。

　　その後，教務掛長から，各学部における履

　修解説の担当教官名を3月28日（木〉までに

　学務課全学教育事務室教務掛へ報告していた

　だくことについて，後田，各部局へ文書で依

　頼する旨，発言があった。

8。教務掛長から，平成14年度既修得単位の認

　定に係る日程，実施方法等について，概要説

　明があり，審議の結果，原案どおり了承した。

　　また，試験科圏区分毎に面接・試験等に関

　する指示事項及び認定責任者名等を3月28日

　（木）までに各委員から学務課全学教育事務

　室教務掛へ提出することを了承した。

9．高木大学教育研究センター長から，学年暦

　及びこれに関連する課題等について概要説明

　があり，審議の結果，学年暦を改正する場合

　は関係委員会を通じて，学生委員会へ案を提

　出することが必要となるので，今後も継続審

　議を行うこととした。

IO．高木大学教育研究センター長から，大学教

　育研究センター所属の運用定員教官及び技官

　等の取扱いについては，現在，多くの問題等

　を抱えているので，全学教育機構に合った処

　遇等を今後は，全学として検討を行って欲し

　い旨の発言があった。

◎全学教育実施委員会（第10回）

　　　　　　　平成14年3月27日（水〉開催
1．各科目実施部会の部会長や副部会長から，

　順次，各部会の活動状況等について，次のよ

　うな概要報告があった。

　①警語文化科目実施部会
　　　実施部会を兼ねる言語文化教育委員会を

　　毎月1～2回程度開催し，言語文化科目の

　　重要な事項について検討を行っていること

　　及び4月から部会長と副部会長がそれぞれ

　　交代することに伴い引継を行ったこと。

　②健康・スポーツ科学科目実施部会t
　　　新年度の授業の諸準備を行っていること

　　及び20年以上前から新年度の学期開始前に

　　非常勤講師を含めた「授業研究会・担当者

　　連絡会」を開催しており，本年度は，4月

　　5日（金）に開催予定であること。

　③情報処理科目実施部会
　　　入学式直前に実施予定である情報処理講

　　習会，TA及び各部局等への依頼事項等に

　　ついて検討を行ったこと。
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　④基礎科学科目（数学）実施部会
　　　実施部会ではなく，数学全体の教官会議

　　を開催し，全学教育におけるTAのあり方
　　等について検討を行ったこと。

　⑤基礎科学科目（物理学・化学・生物学・

　　地学）実施部会

　　・物理科目企画部会では，運用定員，キャ

　　　ンパス移転及び実験の実施方法等につい

　　　て検：討を行ったこと。

　　・基礎科学科目全体では，実験科目のあり

　　　方及び運用定員等について検討を行って

　　　いるので，大学教育研究センターに対し

　　　て主要大学の状況調査を依頼しているこ

　　　と。

　⑥基礎科学科目（図学〉実施部会

　　　共通シラバスを抜本的に改正予定であ

　　り，韮5年度に向けて検討を行っていること。

2．教務掛長から，新学期の準備状況として，

　各授業科目担当教官に対し履修要項や時間割

　等を既に送付済であることの報告の後，新学

　期の授業開始直後における教室変更等は難し

　いので協力願いたい旨の依頼があった。

3．企画掛長から，席上配布の冊子「九州大学

　教育情報（第9号）」は，大学教育研究セン

　ターが教養教育から専門教育に渉る学内及び

　他大学の様々な教育情報を本学の教官に対し

　て提供する目的をもって従前から発行してい

　るものであるが，今回の発刊分については，

　資料として，本学の全学教育機構の概要，

　平成13年度の関係委員会委員名簿及び当該委

　員会の議事要旨等について，掲載している旨

　の報告があった。

4．教務掛長から，平成13年度後期定期試験の

　追試験について，概要説明があり，審議の結

　果，原案どおり了承した。

5．教務掛長から，平成13年度後期成績の追加

　・訂正等について，概要説明があり，審議の

　結果，原案どおり了承した。

6。教務掛長から，担当教官の変更に伴う時間

　割変更等について，概要説明があり，審議iの

　結果，凍案どおり了承したe

7．教務掛長から，担当教官の変更に伴う平成

　M年度非常勤講師の任用について，概要説明

　があり，審議の結果，原案どおり了承した。

8．委員長から，シラバスシステムへの入力に

ついての概要と経緯の説明の後，平成14年度

も平成13年度と全く同様に取り扱う必要があ

り，4月12日（金）から平成14年度前期の授

業が開始されるので，前期分のシラバスにつ

いては，早急に入力して欲しいこと及び関係

の先生方にシラバスシステムへの早期入力を

促して欲しい旨の発言があった。

　引き続き，委員長から，4月末日時点で未

入力があった場合は，その授業科目名及び担

当教官名を全学教育機構委員会に報告するこ

ととしたい旨の発言があり，審議の結果，了

承された。

　その後，委員から，シラバス入力画面に英

語標記を追加して欲しいこととシラバス入力

を促すに当たり，誰がどの全学教育科斗を担

当しているのかが判る資料を各部局長等へ送

付して欲しい旨の依頼があった。

◎全学教育実施委員会（第11回）

　　　　　　　平成14年4月22日（月）開催
1．教務掛長から，入学手続者数及びクラス割

　りについて，報告があった。

　　なお，六本松地区委員から，理科系入学者
　数が定員以上に多くなっているため，実験施
　設・設備が不足する等の懸念が生じているの
　で，来年度以降配慮て欲しい旨の発雷があり，

　当該理科系部局の委員から，本年度が定員以
　上になった理由の説明と来年度以降の入学者
　受入数見直しについて回答があった。

2．教務掛長から，平成14年度入学者に対する
　履：修解説を4月9日（火）に六本松地区にお
　いて学部別に実施した旨の報告があった。

　　なお，工学部と歯学部については，4月8
　日（月）の学部紹介時に実施された旨の報告
　があった。

3．日高委員から，平成10年度から全学教育の
　情報化推進の一環として，大学教育研究セン
　タ一等で実施してきたこと及び本年から，シ

　ステム情報科学研究院長名と言語文化研究院
　長名の文書で新入生へ推奨した等の報告があ
　つた。

4．日高委員から，平成14年度入学生に対する

　情報処理講習会を4月2日から4日間に，六

　本松地区の4教室と情報基盤センターの2教

　室で実施した旨（受講率84％）の報告があっ
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　た。なお，本講習会は現在，入学前に実施し

　ているが入学後にオリエンテーションの一環

　として実施すれば，受講者も飛躍的に増える

　ものと思われるので，検討願いたい旨の避難

　があった。

5．教務掛長から，第一・第二外国語登録変：更

　の届出があった旨の報告があっ　た。

6．各科目実施部会の活動状況について，基礎

　科学科目（数学）実施部会の吉田委員から担当

　者全員に書面で通知した旨の報告があった。

　　黒板の書き方に留意すること，シラバスの

　確認をすること，TAとの打合せを十分する

　こと及び4月25臼に医療技術短期大学部と保

　健学科の基礎科学科目の履修について，具体

　的な検討をする予定であること。

7。教務掛長から資料に基づき，平成14年度授

　業時間割の変更等について概要説明があり，

　審議の結果，一部修正のうえ，了承された。

8．教務掛長から資料に基づき，平成14年度非

　常勤講師の任用について概要説明があり，審

　議の結果，原案どおり了承された。

9．教務掛長から，平成14年度既修得単位の認

　定について概要説明があり，審議の結果，原

　案どおり了承されたe

　　また，既修得単位の認定については，当該

　学生の所属学部教授会で了承を得る必要があ

　るとの説明があった。

10．教務掛長から，英語の検定試験による単位

　認定について概要説明があり，審議の結果，

　原案どおり了承された。

ll．教務掛長から，言語文化科目の海外研修の

　単位認定申請について概要説明があり，審議

　の結果，原案どおり了承された。

12．教務掛長から，「H本国憲法」の履修につ

　いて概要説明があり，審議の結果，原案どお

　り了承された。

13．委員長から，前回の本委員会において，平

　成14年度前期開講の全ての全学教育科目につ

　いて，シラバスシステムへの入力を目指す．

　そのため，4月末日における未入力の授業科

　目名及び担当野宮名を全学教育機構委員会に

　報告することを決定した旨の説明があったe

　　その後，資料に基づき，現時点での未入力

　状況を説明のうえ，各委員に対し，各部局や

　各部二等において未入力授業科目の担当教官

　等関係の教官ヘシラバス入力の依頼や連絡を

　するよう再度依頼した。

14．委員長から，全学教育科目要項等を配布し

　ているので，今後の資料として利用するよう

　説明があった。

　　なお，同要項中，進級条件の表示が学部ご

　とに異なるので，学生が理解しやすいよう統

　一した表現にする等検討して欲しいとの発言

　及び工学部の球脚履修方法の記載内容の中で

　学生に混乱を招くような表現があるので改善

　出来ないかとの発言があったが，工学部委員

　から，工学部の件については，ガイダンスで

　対処している旨，説明があった。

16．委員長から，本年の大学評価・学位授与機

　構の教養教育に関する評価への対応のため，

　問題のあった授業の実施内容等について，改

　革・改善等をした事項等があれば，自己評価

　書に記載する必要があるので，当該データを

　全学教育自己点検・評価委員会の委員に提出

　願いたい旨，依頼があった。

◎全学教育実施委員会（第12回）

　　　　　　　平成14年6月26日（水）開催

1．全学教育事務室長から，5月23日（木）と

　24日（金）の両日，神戸市において，平成14

　年度国立大学教養教育実施組織会議が開催さ

　れ，各分科会，事務協議会及び全体会議にお

　ける討議事平等について，概要報告があった。

2．鳥副委員長から，本委員会の業務に係る案

　の調整や策定等を行うために設置された全学

　教育実施調整委員会委員について，実施委員

　平筆委員長が蔦教授，言語文化科目が太田教

　授及び基礎科学科欝（数学〉が吉田教授への

　交代があり，任期は旧委員の残任期間の平成

　15年3月3旧までとの報告があった。

3．教務掛長から，前回（4月22日開催）の本

　委員会で了承されていた平成14年度入学者

　（17名）に係る既修得単位の認定について，

　当該学部教授会で「学生の申請どおり」承認

　された旨，通知があったことの報告があった。

4．教務掛長から，平成14年度前期の高年次履

　修全学教育科自閉の履修者数等について，概

　要報告があった。

5．教務掛長から，前回（4月22日開催）の本
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　委員会で了承されていたドイツ語の海外研修

　に伴う単位認定の結果については，言語文化

　科臼llの科目として，19名がそれぞれ2単位

　として認定された旨の概要報告があった。

6．教務掛長から，平成14年度前期全学教育科

　圏定期試験については，全学教育学年暦に沿

　って編成され，実施される予定である旨の概

　要報告があった。

7．各科目実施部会の部会長や副部会長から，

　順次，各部会の活動状況等ヒついて，次のよ

　うな概要報告があった。

①教養教育科目実施部会
　　　4月9日にコア教養科臼担当教官の過半

　　数以上が参加したコア教養科目担当者会議

　　を開催し，それぞれのシラバスを元に相互

　　に検討と意見交換を行い，この結果に基づ

　　き，今学期の授業に反映させることとした

　　こと。

②書置文化科目実施部会
　　・現行カリキュラムの総括として，各語科

　　　で問題点等を検討しており，6月末まで

　　　に集約予定であること。

　　・平成16年度以降における言語文化科目の

　　新カリキュラムについて，検討を始めて

　　　いること。

③健康・スポーツ科学科目実施部会
　　　平成15年度における開講計画として，特

　　に健康・スポーツ科学科NHの開講種目に

　ついて，検討していること。

④情報処理科目実施部会
　　・新入生に対する情報処理講習会の開催時

　　期を参加者数贈を目的として，新入生オ

　　　リエンテ「ション期間中に新入生オリエ

　　　ンテーションの一環としての設定を希望

　　　していること。

　　・情報処理科目1及びHの内容について，

　　検討を行っていること。

⑤基礎科学科目（数学）実施部会

　　・高年次履修全学教育科目における開講計

　　画の見直し案について，検討を行ったこ
　　　と。

　　・芸工大との統合後における数学科目の開

　　講調整等について検討を行い，今後，芸

　　工大側との協議を行う予定であること。

⑥基礎科学科目（物理学）実施部会

　　・平成10年度以前入学者対象である旧カリ

　　　の電磁気学基礎演習の未修得者が多いた

　　　め，今年度も集中講義として開講し，対

　　　応ずることとしたことe

　　・力学基礎に係る高校での履修状況による

　　　クラス分け方法について，再検討を行っ

　　　ていること。

　⑦基礎科学科目（地学）実施部会

　　・平成15年度以降の基礎地学実験及び地球

　　　科学概論について，検討を行うためのW

　　　G委員の選出を行ったこと。

　　・新キャンパス移転について，検討を行っ

　　　ていること。

　⑧基礎科学科目（図解）実施部会

　　　コンピュータグラフィックスの活用に伴

　　い，シラバスの見直しについても検討を行

　　う予定であること。

　⑨その他，委員から，外国語コミュニケー

　　シsン科目については，履修数が非常に少

　　ないなど，当初の設計等との食い違いが余

　　りにも大きいとの指摘があった。

8．専門職員から，参考資料の冊子は，前年度

　に実施した第26回九州地区国立大学間合宿共

　同授業の実施報告書として印刷し，既に関係

　部局等ぺの配布は済んでいるが，本委員会委

　員に参考までに配布した旨の説明があった。

　　その後，平成14年度の第27回九州地区国立

　大学間合宿共同授業が主管校及び当番大学を

　九州大学として，実施要項のとおり，8月下

　旬に実施されることの説明があり，審議の結

　果，今回の合宿共同授業についても従来どお

　り，平成14年度前期開講個別教養科目の総合

　科闘2単位として取り扱うことを了承した。，

9．教務掛長から，平成14年度授業時間割の変

　更等について説明があり，審議の結果，原案

　どおり了承した。

10．教務掛長から，平成14年度の非常勤講師の

　任用について説明があり，審議の結果，原案

　どおり了承した。

11．教務掛長から，大学院生及び日本語・日本

　文化研修生から申請のあった平成14年度前期

　全学教育科目の履修について説明があり，審

　議の結果，原案どおり了承した。

12．教務掛長から，平成14年度全学教育経費に

　ついては，配分方式の変更により，大学全体
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　の中で，戦略的経費への配分増，部局長裁量

　経費への新規配分等へ予算が廻されたため，

　昨年と比較して，20％以上の減である旨の説

　明があった。

　　次いで，全学教育経費の各項目への配分は，

　前年度と同様の配分比率により算出したこと

　及び本年度は『全学教育支援技術室（平成14

　年3月7日蔭9回本委員会において，大学教
　育研究センター長から設置等につき，説明の

　あったもの。）経費Sの項目を新設したが，

　本年度が初年度であるため，一時的に教務事

　務経費を減額して計上する旨の説明があり，

　審議の結果，原案どおり了承した。

　　また，来年度以降の「全学教育支援技術室

　経費」については，実験科目経費を減額して

　計上することを了承した。

　　引き続き，鳥副委員長から，来年度も同様

　の配分方法が継続すると予想されるので，全

　学教育に伴う必要経費を確保するため，予め

　要求額を設定し，財務委員会等での審議内容

　に反映させる方策を今後，検討したい旨の発

　言があった。

13．鳥副委員長から，平成15年度全学教育科目

　授業時間割の作成スケジュール等について，

　説明があり審議の結果，原案どおり了承した。

　　その後，数理学研究院吉田委員から，数理

　学研皇院が開設する高年次履修全学教育科日

　の開講計画の見直し案について概要説明があ

　り，審議の結果，原案どおり了承した。

　　引き続き，大学教育研究センター委員から，

　歯学部からの要望である全学教育科目に係る

　歯学部の要望科圏の指定変更及び平成15年度

　全学教育科目に係る授業時間割編成に係る要

　望について概要説明があり，審議の結果，原

　案どおり了承した。

14．平成15年度授業時間割作成にあたっては，

　各部局及び部会等において，十分に検討し，

　要望等があれば，7月19日（金）までに学務

　課全学教育事務室教務掛あてにメールで提出

　することになった。

15．教務掛長から，平成15年度以降クラス編成

　及び箱崎日等の変更について説明があり，審

　議の結果，次回の本委員会で改めて審議を行

　うので各部局及び部会等において，十分に検

　討のうえ，意見等があれば，7月19日（金）

までに全学教育事務室教務掛あてにメールで

提出することになった。

◎21世紀プログラム実施委員会（第5回）

　　　　　　　平成14年3月6日（水）開催
1．学務課課長補佐から，入学予定者の学籍の

　割振りについて説明があり，審議の結果，こ

　れを了承した。

　　次いで，委員長から了承された学籍の割振

　りに基づき，各学部に通知する旨の発言があ

　つた。

2．本委員会専門委員会委員長である有馬委員

　から，①1月下旬に掲示による募集を行った

　ところ，法学部学生1名の出願者があったこ

　と。②審査委員として有馬教授，吉岡教授，

　清水教授が担当することになったこと。③審

　査は2月20日に実施したこと。④審査の方法

　は2時間の筆記試験（文献を読ませて小論文

　を課す）及び面接（50分）を実施したこと。

　⑤審査委員一致して，判定はA（合格）とし

　たことの説明があり，審議の結果，本委員会

　として21世紀プmグラムへの転課程を許可す

　ることになった。

　　次いで，委員長から21世紀プログラムへの

　転課程及び転学部取扱規程に基づき，本委員

　会の事前審査の結果を，法学部に通知する旨

　の発言があった。

3．学務課課長補佐から21世紀プログラム学生

　の諸証明は，大学教育研究センター長名で発

　回しているが，学年進行に伴い高年次になつ

　た際に，学部に籍を置かないとなっているた

　め，諸証明を総長名で発行したいとの提案が

　あり，審議の結果，これを了承し，事務手続

　を進めることになった。

4．有馬委員から，3のチュートリアルについ
　て及び4の研究計画書について，①平成14年

　度のチューターを5名とし，計10名で担当す

　ること。②チューター2名単位で1年4～5
　名，2年4～5名として個別に対応すること。

③チュートリアルについては，これまでより

　も積極的に対応していただき，研究計画書の

作成についても指導してもらうこと。④4月

　の早い時期に個別のチュートリアルを実施し

　てもらうこと等の説明があった。
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6．21世紀プログラム独自開講科臼は，可能な

　限り開放したいが，本プログラムの目的が，

　少人数教育ということもあり，聴講希望があ

　れば個別に対応してきた。今後も他大学の学

　生，高校生及び在学生から，聴講希望があれ

　ば個別に対応することになった。

　　また，ビデオに撮って対応することも検討

　することについて提案があった。

◎21世紀プログラム実施委員会（第6回）

　　　　　　　平成14年5月30日（木）開催
1．学務課課長補佐から前回の本委員会の事前

　審査で，21世紀プログラムへの転課程を承認

　された法学部学生1名について，法学部にお

　いて転課程を承認したこと及び総長名で二二

　程許可書を交付して本年4月から21世紀プロ

　グラムで修学していることの報告があった。

2．本委員会専門委員会委員長である有馬委員

　から，2年生の履：修指導を3月末から4月に

　かけて行い，資料のとおり全員履修科目を確

　定した旨の報告があった。

3．武谷委員から国立大学入学者選抜研究連絡

　協議会の概要説明があり，その中の公開討論

　会に21世紀プログラム2年生の河村茜が話題

　提供者になる旨の報告があった。

4．学務課課長補佐からこの度，箱崎理農地区

　に21世紀交流プラザを建設することになり，

　その建物の1階に高年次の授業にも使用でき

　る設備をもった21世紀プログラム学生控室及

　び講師控室の設置を計画している旨の報告が

　あった。

5．学務課専門員から，非常勤講師任用候補者

　について説明があり，審議の結果，これを了

　記した。

　　次いで，委員長から前年度と同様に非常勤

　講師の資格審査は比較社会文化研究院に，所

　属部局は大学教育研究センターにお願いする

　旨の説明があった。

6．学務課課長補佐から，21世紀プログラム学

　生が今後，専攻教育科目を履修するに当たり，

　各学部で窓ロとなって指導いただく教官を選

　出すること及びその下等方法として，①学部

　長に推薦依頼をする方法。②本委員会委員が

　推薦する方法。③資料の基幹教官（修学指導〉

　に依頼する方法等があるが検討願いたい旨の

　説明があった。

　　次いで，有馬委員から基本的にはチューート

　リアルの役割であるが，チューターの先生方

　が全ての専攻教育科目に精通しているわけで

　はないので，各学部で指導いただく教富とチ

　ューターとが相談できる体制が必要であると

　の補足説明があり，審議の結果，各学部で指

　導いただく教官として21世紀プログラム基幹

教官（修学指導〉の中から担当者を依頼する

　ことになった。

7．学務課専門員から，21世紀プログラム学生

　の海外留学に関して，本学での説明会の日程

　及び本学等における経済的支援の現状につい

　て発言があった。

　◎教職課程実施委員会

　　　　　　　　平成14年2月18日（月）開催

1．来年度教育実習履修予定者数について，報

　告があった、

2．介護等体験説明会について，報告があった。

3．「教職に関する科目」の時間割変更につい

　て，報告があった。

4．教育実習成績評価について，審議の結果，

　原案どおり了承した。

5．教育実習研究（新法）の開講方法について，

　担当教官より開講形態については，流動的に

　運用して欲しい旨の提案があり，審議の結果，

　従前は集中講義形式で実施していたものをメ

　ディアを使っての講義とすることを了承し，

　その運用方法については担当教官に任せるこ

　とを了承した。

6．平成ll年度以前に学部入学した卒業者が，

　新法で教職免許を取得する場合，外国語又は

　言語文化科目の修得単位を新法のf外国語コ

　ミュニケーシNン」に読み替えて証明ができ

　ることを了承したe

7．平成14年度学生海外派遣留学生の教育実習

　履修等に係る事後指導の補講申請について，

　了承した。

　　また，具体的な実施については，実習生と

　担当教官との問で調整することを了承した。
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◎教職課程実施委員会

　　　　　　　　平成14年5月29日（水）開催

1．福岡県大学・短期大学等教育実習・介護等

　体験連絡協議会について，委員から報告があ

　つた。

2．平成14年度教育実習申込確定者数について，

　委員から報告があった。

3．平成14年度前学期「教職に関する科目」履

　修届の状況について，委員長より報告があっ

　た。

4．九州大学教職課程実施委員会規程により，

　教育学部長が委員長となることを確認後，委

　員長から，副委員長については教育学部教務

　委員長が担当することについて提案があり，

　審議の結果，了承された。

5．平成14年度教職課程経費について，教育学

　部等会計掛長から説明があり，審議の結果，

　原案どおり了承した。

6．平成14年度教育実習校訪問割振りについて，

　審議の結果，原案どおり了承した。

7．2002年度版「教職課程の手引」について，

　資料に基づき，説明があり，修正等がある場

　合は6月末までに教育学部等学生掛へ連絡す

　ることとした。

8．平成14年度教育実習に伴う事前指導の出席

　状況について，報告があり，審議の結果，事

　前指導欠席者の内，教育実習に間に合う学生

　に対しては，該当部局の教職課程実施委員が

　欠席理由の確認を行い，相当の理忠がある場

　合には教育学部担当教官に報告することとし
　た。

　　また，特別な事情等，理由が明確な場合に

　は，同担当教官が事前指導の補講を行うこと

　を了承した。

◎全学教育自己点検・評価委員会（第4回）

　　　　　　　平成14年4月181ヨ（木）開催

1．押川委員から，大学教育研究センターが本

　年3月に発行したザ九州大学教育情報（第9

　号）」について，掲載内容の報告があった。

2．長野委員から本調査の配布方法，回収方法

　を含めて，集計結果の説明があり，審議の結

　果，①調査結果について意見を出してもらう

　こと，②調査未実施の教官については，その

　理曲を付けて全学教育機構委員会に報告する

　こと，③この調査結果にまとめを加えて，冊

　子として全教官に配布することを了承した。

3．長野委員から集計結果について説明があり，

　審議の結果，卒業を前にした学生アンケーート

　調査その1及びその2について，大学評価に

　関わることで実施しており，委員の意見を出

　してもらうことになった。

4．長野委員から企業等への依頼数及び回収数

　を含めて集計結果について説明があり，審議

　の結果，大学評価に関わることで実施してお

　り，委員の意見を出してもらうことになった。

　　また，サンプル数が少ないとの指摘があり，

　次回以降の実施に当たっては，企業等への依

　関数を5倍位に増やすこと及び質問項目を絞

　って実施した方がよいとの意見があった。

5．長野委員から教官への依頼数及び回収数を

　含めて集計結果について説明があり，審議の

　結果，大学評価に関わることで実施しており，

　委員の意見を出してもらうことになった。

6．押川委員から，大学評価・学位授与機構に

　自己評価書を7月末日までに提出すること，

　その原案を本委員会が自己点検・評価委員会

　の下の自己点検・評価専門委員会と連携し

　て，6月末日までに作成し，自己点検・評価

　委員会で承認を得ること及び原案の作成に当

　たっての骨子案を作ったとの説明があった。

　　引き続き，同委員から自己評価書の骨子案

及び今後の日程等について説明があり，審議

　の結果，1次案を大学教育研究センターが作

成することと1次案作成に当たって骨子案に

　関して意見を出してもらうことを了承した。

◎全学教育自己点検・評価委員会（第5回）

　　　　　　　平成14年5月20日（月）開催
1．企画掛長から，大学教育研究センターが本

　年3月に発行した「第26回九州地区国立大学

　間合宿共同授業報告書」について，実施内容

　等の概要報告があった。

2．押川委員から，前回の本委員会で提示した

　調査結果（クラス毎の生データ）について提

　出された意見を踏まえ，科津別のデータを追

　加して整理した調査結果のまとめについて概

　要説明があり，審議の結果，意見等を5月24
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　日（金）までに学務課全学教育事務室企画掛

　へEメールで提思してもらい，その提出され

　た意見の取扱いについては委員長へ一一任する

　ことを了承した。

3．押川委員から，前回の本委員会で提示した

　調査結果（平均値）について提出された意見

　を踏まえ，評価水準毎の結果を追加して整理

　した調査結果のまとめについて概要説明があ

　り，審議の結果，意見等を5月24日（金）ま

　でに学務課全学教育事務室企画掛へEメール

　で提出してもらい，その提出された意見の取

　扱いについては委員長へ一任することを了承

　した。

4．押川委員から，前回の本委員会で提示した

　調査結果（平均値）について，提出された意

　見を踏まえ，評価水準毎の結果を追加して整

　理した調査結果のまとめについて概要説明が

　あり，審議の結果，意見等を5月24日（金）

　までに学務課全学教育事務室企画掛へEメー

　ルで提出してもらい，その提出された意見の

　取扱いについては委員長へ一任することを了

　承した。

5．押川委員から，前回の本委員会で提示した

　調査結果（平均値）について提出された意見

　を踏まえ，評価水準毎の結果及び自由記述を

　追加し整理した調査結果のまとめについて，

　概要説明があり，審；議の結果，意見等を5月

　24日（金）までに学務課全学教育事務室企画

　掛へEメールで提出してもらい，その提出さ

　れた意見の取扱いについては委員長へ一任す

　ることを了承したe

6．押川委員から，前回の本委員会で提示した

　骨子案について提出された意見を踏まえ，大

　学教育研究センターが作成した第一一次案につ

　いて概要説明があり，審議の結果，第二次案

　を大学教育研究センターが作成すること及び

　第二次案作成のための意見等を5月24臼（金〉

　までに学務課全学教育事務室企画掛へEメー

　ルで提出してもらうことを了承した。

　　引き続き，委員長から，今後の日程として，

　6月上旬に第二次案を各委員へEメールで送

　付するが，今後の九州大学の予算配分等にも

　反映されるので，各委員は十分に検討いただ

　き，送付後一週間以内に意見等を出していた

　だきたいこと，その後，6月中旬に本委員会

を開催して最終案を審議決定．し，6月2旧開

催予定の自己点検・評価委員会に附議し，各

部局で持ち帰り検討いただき，7月下旬の自

己点検・評価委員会で最終審議を行い，7月

下旬に大学評価・学位授与機構に対して，「自

己評価書」を提出した後，印刷配布を行う予

定である旨の説明があった。

◎全学教育自己点検・評価委員会（第6回）

　　　　　　　平成14年6月13日（木）開催
1．蔦大学教育研究センター長から，大学教育

　研究センターが大学教育の改善のために毎年

　発行している冊子「大学教育」に係る目的等

　の概要説明と本年3月発行の同冊子第8号は
　『各部局におけるFDの取り組みについて9を特

　集としている旨の報告があり，その後，今後の投

　稿や発刊に係る協力について，依頼があった。

2．押川委員から資料に基づき，前回の本委員

　会において，第一次案を審議し，その後に作

　成した第二次案を6月3Eil付けEメールによ

　り，各委員へ送付し，提出された意見を踏ま

　えて，作成した最終案について概要説明があ

　り，審議の結果，自己評価書志についての意

　見等を6月14　H（金〉までに大学教育研究セ

　ンターへ提出してもらうこと及び提出された

　意見等の取扱いについては，委員長へ一任す

　ることを了承した。

　　引き続き，委員長から，今後の日程として，

　6月2旧開催の自己点検・評価委員会に本門

　員会としての最終案を附議し，各部局で持ち

　帰り検討いただき，7月19日開催予定の自己

　点検・評価委員会で最終審議を行い，7月下

　旬に大学評価・学位授与機構に対して，「自

　己評価書」を提出した後，印刷配布を行う予

　定である旨，説明があった。
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　舗、認

◇学生生活・修学相談室，学部・学府相談員名簿（平成14年度）

　平成10年度より，学生生活・修学相談室には，各学部・学府に固有の修学上の問題や進路についての

相談の窓口となる学部・学府相談員が配置されています。六本松地区の常任相談員（カウンセラー）と

必要な連携をとりながら，学生の修学を支える役割をしています。
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